
施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進

・運動能力調査（県主催）の
参画
・運動遊びプログラムの策
定
・運動遊びに関するイベント
の開催

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

・運動能力調査（県主催）
の参画
・運動遊びプログラムの
実施
・運動遊びに関するイベ
ントの開催

支援者数　７５人
・スポーツ体験・交流活動
４６回　　６９人
・部活動　９９回　６人

支援者数　１５８人
・スポーツ体験・交流活動
６４回　１５６人
・部活動　３２回　２人

・「親子で楽しむ運動遊び」を開
催(6月・10月)
・各施設で年を通して運動遊び
に取組む。
・リズム運動
・散歩
・外部講師の活用
・地域の方とのスポーツ交流等

・運動遊び
・リズム運動
・散歩・地域探検
・外部講師の活用
・地域の方とスポーツ交流等
・運動能力調査への参画
・「親子で楽しく運動あそび」（年
２回）
・「親子運動あそびタイム」（年１
回）

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

学校を中心に、伝統文化の継承（サンヤレ踊り）、クラブ活動、部活
動指導等において地域住民等の支援を得て、より充実した体験活
動が実施できた。

基本方針１ こどもの体力向上とスポーツ活動の推進

評価

①
遊
び
を
通
し
た
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

こどもの運動・遊び推進
事業

幼
児
課
・
子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

認定こども園、幼稚園、保育所、子育て相談センター

草津市

事業内容

認定こども園・幼稚園・保育所において、各園所の特色を生かした
運動（遊び）の充実を図り、また、子育て支援センターにおいて、遊
び場の提供や親子で身体を動かすことのできるイベントを開催す
る。

成果

認定こども園・幼稚園・保育所において、身体を動かすことの楽しさを感じられるように日々の保育
の中に運動遊びを取り入れることで毎日継続して身体を動かすことが生活の一部になり、健康的に
過ごすことができた。また、幼児期に必要な多様な動きの獲得や体力・運動能力の向上につながっ
た。
また、園所での取り組みを保護者に発信することで、幼児期における運動遊びの大切さを伝えるこ
とができた。
子育て支援センターでは、親子で一緒に運動遊びが楽しめるよう、各年齢ごとにマットや鉄棒等で
遊びのポイントについて講師にお話しいただき、こどものこれからの遊びに活かしていただける内容
となるよう工夫した。結果、保護者は聴きたい運動のポイントを聴け、こどもは存分に遊べ、親子と
もに満足していただけた。

事業名 点検・評価

課題

認定こども園・幼稚園・保育所において、「こどもが身体を動かすことが楽しい」と感じら
れるように活動内容を引き続き工夫していく。また、運動遊びの大切さについても啓発
していく必要がある。
子育て支援センターでは、小さい時から様々な経験をしてもらえるよう、体を動かす楽
しさや面白さについて啓発を行っていく。

実施計画

計画

実績

・10月　運動能力調査（県主催）
・幼児の運動遊びプログラムを策
定し、モデル園２園で実施、検証を
する。（新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により10月に予定して
いた「親子で楽しむ運動遊び」を中
止）

・運動遊びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ草津モデル策定
・７月幼児の運動遊びプログラム草津モデ
ル シンポジウム開催
・８月各園の運動遊びの取組を庁内1階ロ
ビーにて掲示
・研修会「園庭環境から運動遊びを学ぶ」
（聖泉大学　炭谷教授）
・９月研修「幼児の運動遊びと運動発達研
修」（橘大学　口野教授）
・10月運動能力調査（県主催）の参画
・公立園所に年２回外部講師を派遣し、運
動プログラム実施等
・10月「親子で楽しむ運動遊び」を開催

様々な運動（遊び）を通じて、こどもの体力・運動能力の向上と、親同士やこども同士の交流を深めるきかっかけづくりにつなげる。

②
親
子
で
楽
し
む
運
動
・
機
会
の
充
実

親子で参加できる各種
スポーツ教室

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

小学生以下の親子を対象としたｽﾎﾟｰﾂ教室を開催することで、ス
ポーツの重要性や楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室に
ついては、計画を下回る教室数となったが、児童期である小学生向
けの教室については、各団体が積極的に企画され、計画を上回って
開催された。

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をタ―ゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・
冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

乳幼児対象　１教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　４教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休みこども運動教室
・未就学児サッカー教室(月
４回)

【乳幼児対象教室】　１教室
・親と子の体操教室(春・秋)
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・秋・
冬）
・夏休みジュニアスポーツ教室
・夏休みこども運動教室
・夏休みこどもサッカー教室
・新春親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

【乳幼児対象教室】　１教室
・親と子の体操教室
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・夏・
秋・冬）
・親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

課題
支援者の高齢化が進んでおり、今後も活動を継続していくために、
活動の支援者の裾野を広げていくことが必要である。

実績

各推進組織

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

支援者数　９６人
・スポーツ体験・交流活動
４５回　　８９人
・部活動　９０回　７人

支援者数　  ９４人
・スポーツ体験・交流活動
５１回　６９人
・部活動　　２５回　２５人

③
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
ど
も
の
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ

機
会
の
充
実

地域協働合校

生
涯
学
習
課

実施計画

地域住民、市民サークル、老人会、企業・大学関係者　など 学校・家庭・地域の協働を通じて、生涯を通した学びや活動に関心を持つことができる機会の充実を図る。

事業内容
学校・家庭・地域がそれぞれ持つ教育機能を生かしながら、こどもと
大人が、地域文化や現代的な課題などについて、学び合いの協働
を積み重ねる社会を目指した活動を推進する。

計画

支援者数　６５人 支援者数　７０人 支援者数　７５人 支援者数　８０人 支援者数　８５人

成果

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ こどもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

（
１

）
乳
幼
児
・
児
童
の
運
動

（
遊
び

）
の
推
進

（
２

）
学
校
体
育
の
充
実

小・中学校体育連盟活
動推進事業

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

小学校体育連盟、中学校体育連盟 小・中学校体育連盟の連携を強化し、運動クラブ・部活動の活性化を図る。

事業内容
学校間の課題等の共有を図り、その解決策等について、協議・研究
する機会の充実を図るとともに、タブレット端末等を活用した効率
的・効果的な体育指導の向上を図ります。

計画

推進会議　年２回 推進会議　年２回 推進会議　年２回
今後の推進事業の在り
方について検討

終了 終了

成果

体育の授業にかかり、滋賀県保健体育課の指導主事より助言をい
ただき、タブレット等を活用した効果的な授業の展開を図った。授業
力向上により、新体力テストの結果、こどもの体力が県平均を小５男
女、中２男子が上回った。

課題
２０ｍシャトルラン（全身持久力）において、低下が見られるため持久
力を高めるための取組が必要である。

実績

推進会議　年２回 推進会議　年２回 推進会議　６月開催
３月開催

推進会議は実施しない
が、小中学校共に年に１
回研究協議会を実施。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ダンス教室１５回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
教職員研修　１回

④
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
等
と
連
携
し
た
こ
ど
も
の
ス
ポ
ー

ツ
機
会
の
充
実

くさつMIO夢先生事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市

評価 2

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

くさつMIO夢先生事業開催
２回
・常盤小学校　６年（２回）

くさつMIO夢先生事業開
催　４回
・笠縫小学校６年（２回）
・志津南小学校６年（２
回）

くさつMIO夢先生事業開
催　３回
・笠縫小学校５年（１回）
・志津南小学校５・６年（２
回）

くさつMIO夢先生事業開
催　１回
・光泉中学校（１回）

レイラック滋賀FC、小・中学校 児童生徒がスポーツの楽しさや素晴らしさを身近に感じ、スポーツをしたり、好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小・中学校においてレイラック滋賀FCと連携した体育の授業
を行い、児童とレイラック滋賀FCの選手等のトップアスリートが交流
できる機会の充実を図る。

計画

くさつMIO夢先生事業開催
４回

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　５回

くさつMIO夢先生事業開
催　６回

成果 中学生に対して、探求・キャリア教育の一環として実施した。

課題
申込校数が減少傾向にあることから、周知方法等について検討する
必要がある。

実績

実施計画

小学校体育連盟、中学校体育連盟、立命館大学 児童・生徒の体力向上と体育指導者の資質向上につなげる。

事業内容

児童が楽しみながら、体力向上を図れるよう、ダンス教室を開催す
る。また、児童・生徒が意欲的に体育授業に取り組めるよう、立命館
大学と協働して授業内容の研究と充実を図るとともに、指導者の資
質向上に努める。

計画

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
ダンス教室や研修会の
在り方について検討

これまでの取り組み内容
をもとに、小学校体育授
業充実事業として、体育
実技講習会、実技研修会
の実施

これまでの取り組み内容
をもとに、小学校体育授
業充実事業として、体育
実技講習会、実技研修会
の実施成果

児童が楽しみながら、体力向上を図れるよう、小学校でダンス
教室を開催し、そこで習得した内容を運動会で発表することも
あった。また、過年度の講習会の知識を活かして、中学生の運
動中の怪我が減った。

課題

運動好きのこども育成のため、モデルとなる授業を運動領域ごとに
作成をしてきたが、領域ごとで周知に偏りがあるため、教員への周
知を進める必要がある。また、作成した時期が古いものについて
は、モデル授業の再検討が必要である。

実績

草津市

評価 3

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回
スポー傷害予防講習会
9回
ダンス教室や講習会の
在り方について検討

体育実技講習会　１回
体育研修会　１回

①
授
業
内
容
の
充
実
と
体
育
指
導
の
向
上

ダンス教室１４回（小）
体育実技講習会　１回
体育実技研修会　１回

小・中学校体力向上プ
ロジェクト事業

学
校
教
育
課

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ こどもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

（
２

）
学
校
体
育
の
充
実

草津市 実施計画

小学校体育連盟、立命館大学 児童が様々なスポーツの体験・出会いを通じて、運動をすることが好きになるきっかけづくりにつなげる。

事業内容
市内の小学６年生が一堂に会するスポーツイベントを立命館大学と
連携して開催し、日ごろの体育授業の取組の成果を発揮する場や
大学の様々な運動部と交流できる機会をつくる。

計画

１０月開催 １０月開催 １０月開催
大会の在り方について検
討

レッツエンジョイスポーツ
として、９月～２月各校に
より実施

レッツエンジョイスポーツ
として、９月～２月各校に
より実施

成果

感染症をきっかけに、大学生やオリンピック出場選手等による特別
授業を受けることができるように変更し、スポーツや運動に親しむ機
会が充実した。また、なわとびの８の字とびを市内３年生以上で競い
合い、こどもの運動機会が増えた。

課題
なわとび８の字とびの記録への挑戦や、競い合いに魅力を感じてい
る一方で、各校オンラインでつなぐことについて、競技の配信を競技
者に見せることが難しいため、当日の運営方法に課題がある。

実績

感染症の影響により、ジュ
ニアスポーツフェスティバル
は中止し、代替事業として
「レッツエンジョイスポー
ツ！２０２１」を各学校で実
施。

感染症の影響により、
ジュニアスポーツフェス
ティバルは中止し、代替
事業として「レッツエンジョ
イスポーツ！２０２２」を各
学校で実施。

ジュニアスポーツフェス
ティバルは中止し、代替
事業として「レッツエンジョ
イスポーツ！２０２３」を各
学校で実施。

市内６年生を対象にレッ
ツエンジョイスポーツ２０
２４実施

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

③
学
校
・
大
学
・
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に
よ
る
体

力
向
上

草津市チャレンジタイム

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

児童の体力向上につなげる。

事業内容
児童育成クラブや大学との連携を図りながら、短時間運動プログラ
ム「草津市チャレンジタイム」の充実に努めることで児童の体力向上
を進めます。

計画

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携
今後の実施方法につい
て検討

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

学校での継続的な実施
児童育成クラブとの連携

成果

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

②
大
学
と
連
携
し
た
学
校
体
育
の
充
実

ジュニアスポーツフェス
ティバルKUSATSU

学
校
教
育
課

小５男子女子ともに、新体力テストの結果、県平均を上回った。

課題
体育科授業で、各校のこどもの実態に合わせて取り組んでいるた
め、複数ある短時間運動プログラムについて、取り組んでいるプロ
グラムに偏りがある。

実績

児童育成クラブとの連携は
感染症の影響もあり、でき
なかった。各学校では継続
的に取り組んだ。

児童育成クラブとの連携
は感染症の影響もあり、
できなかった。各学校で
は継続的に取り組んだ。

体育科授業で各校実施 体育科授業で各校実施

実績

部活動指導員５名
部活動支援員７名

各校に２名ずつ配置できる
ようにした。

部活動指導員６名
部活動支援員６名

部活動指導員６名
部活動支援員６名
部活動あり方検討懇談
会開催　８月・２月

部活動指導員１２名
部活動支援員６名
部活動運営検討委員会
（９月、１月）

評価

運動クラブ・部活動支
援事業

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、立命館大学 児童・生徒の競技力や運動クラブ・部活動に取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容
運動クラブ・部活動の充実した運営体制の構築を図るため、スポー
ツ関係団体や大学等と連携し、指導者や支援員の派遣等を行う。

計画

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動のあり方や指導
員の配置について検討

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動あり方検討委員
会開催　年２回

支援件数　１２件
（市内６中学校×２名配
置）
部活動あり方検討委員
会開催　年２回成果

部活動指導員、部活動支援員により、部活動において専門的な指
導をすることができた。

課題
部活動指導員の人材確保について、学校が希望する種目の指導員
を見つけることが難しい等の課題がある。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
や
大
学
等
と
連
携
し
た
部
活
動
の

支
援

（
３

）
部
活
動
の
充
実

3



施策 具体的な取組 担当課

基本方針１ こどもの体力向上とスポーツ活動の推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 検討 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

団体数　２２団体
団員数　４６８人
事業実施回数　１０／１０
回

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
４

）
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化

①
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
支
援

スポーツ少年団事業補
助金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

スポーツ少年団（スポーツ協会） スポーツ少年団活動を促進し、団員確保につなげる。

事業内容

こどもが積極的にスポーツ活動を行い、心身の健全育成や仲間との
交流等を生み出す環境を整えるため、スポーツ少年団活動の支援
を行う。学校や地域のスポーツ関係団体等と連携し、スポーツ少年
団活動の情報発信を積極的に行い、団員の確保に努める。

計画

活動情報を発信し、団体の
活性化を図る。
団体数２７団体
団員数６００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３０団体
団員７００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３３団体
団員数８００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３６団体
団員数９００人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数３９団体
団員数１，０００人

成果
計画通りの事業を展開することができ、スポーツ少年団の交流を図
ることが出来た。

課題
団員数、団体数に大きな変動がなく、スポーツ少年団の魅力を発信し、団員
確保と新たな単位団の設立に向け、周知方法や内容の工夫等に取り組む
必要がある。

実績

団体数　２２団体
団員数　５０７人
事業実施回数　４回（６／１
０回コロナ中止）

団体数　２２団体
団員数　４４２人
事業実施回数　１０／１０
回

団体数　２２団体
団員数　４６９人
事業実施回数　１０／１０
回

スポーツ傷害にかかる実
技講習会

スポーツ傷害にかかる実
技講習会
講習会の在り方について
検討

これまでの取り組み内容
をもとに、各学校で自立
的に実施

これまでの取り組み内容
をもとに、各学校で自立
的に実施

成果
講習会を令和６年度から各校での授業に変更した。令和５年度まで
の講習会により教員の傷害予防に係る知識が増え、授業実施する
ことができるようになった。また、運動中の怪我が減った。

課題
スポーツ傷害予防に係る防止に係る知識について、教員が引き継
いでいく必要がある。

実績

スポーツ傷害予防にかかる
実技講習会各中学校で少
なくとも１回実施

スポーツ傷害予防にかか
る実技講習会各中学校
で少なくとも１回実施

スポーツ傷害予防講習会
各中学校で少なくとも１回
実施

各校でスポーツ傷害予防
に係るけがの防止につい
て授業、部活動で実施

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

生徒が自身や他者の健康や安全を保持していくことで、継続的にス
ポーツできるよう、中学校におけるスポーツ傷害に関する学習を推
進する。

計画

実施計画

草津市スポーツ振興事業体 指導者のスポーツ傷害に対する意識の醸成を図り、こどものスポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容
こどもが継続してスポーツに取り組んでいけるよう、スポーツ傷害に
関する豊富な知識を持つ指導者の育成を図る。

計画

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

指導者講習会　１回
専門講座　３回

成果

スポーツ少年団指導者向けとして、「成長期に必要なトレーニング」
また、スポーツ指導者や、スポーツ選手向けとして「姿勢矯正プロ
ジェクト」の実技を取り入れた講習会を開催することができ、スポー
ツに携わり活躍している方々の資質向上につなげることができた。

課題
スポーツ傷害の防止に取り組んでいる専門家を引き続き講師として
招き、「食」に関する内容も取り入れ、スポーツに携わる多くの方々
に伝えることができるよう進めることが必要である。

実績

スポーツ協会

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

スポーツ傷害にかかる実技
講習会

（スポーツ協会）
指導者講習会　コロナ禍に
より中止

（
５

）
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
の
予
防

指導者講習会　２回 指導者・育成会講習会
１回

指導者講習会　１回
専門講座　１回

②
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
を
防
ぐ
指
導
者
の
育
成

スポーツ指導者講習会

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

①
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
に
関
す
る
学
習
の
推
進

スポーツ傷害予防講習
会

学
校
教
育
課

草津市 実施計画

中学校体育連盟 生徒のスポーツ障害に対する意識の醸成を図り、スポーツ活動中の事故等の予防に努める。

事業内容

4



施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
事
業
の
推
進

健康推進アプリ「BIWA-
TEKU（ビワテク）」

健
康
増
進
課

草津市 実施計画

健康づくりに対する関心の高まり、生活習慣改善に向けた行動変容のきっかけづくりやモチベーションの高まりにつなげる。

事業内容
市民の積極的な健康づくりを促進するため、けん診の受診や、健康
講座への参加等、健康づくりに関する取り組み状況に応じてポイン
トを付与し、貯まったポイントで賞品の抽選に応募ができる。

計画

ビワテクアプリダウンロード
数　　　　３，０００人
（R３.１.１～R３.１２.３１）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　３，５００人
（R４.１.１～R４.１２.３１）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　４，０００人
（R５.１.１～R５.１２.３１）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　４，５００人
（R６.１.１～R６.１２.３１）

ビワテクアプリダウンロー
ド数　　　　５，０００人
（R７.１.１～R７.１２.３１）

成果

３か月に１回３つ以上、市内ウォーキングコースを作成するとともに、庁内
各課や関係団体と連携し、健康に関するイベント参加時にポイント付与が
受けられるようにすることで、アプリダウンロード数は計画値を上回る増加
となり、市民の健康づくりに資する事業展開を行うことできた。

課題

草津市内累計ダウンロード者数は増加しているものの、ポイントを取得し
ていないユーザーが半数以上を占めていることから、アプリ利用者が継続
して事業に参加し、健康への意識向上に繋がるよう、周知・啓発方法の検
討や賞品協賛事業所や各種事業と連携した取組を行っていく必要があ
る。

実績

ビワテクアプリダウンロード
数（総数）　３，４２９人

ポイント付与期間１月～１２
月
抽選応募期間１月

ビワテクアプリダウンロー
ド数（総数）４，１３５人

ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間１月

ビワテクアプリダウンロー
ド数（総数） ４，６９０人

ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間1月

ビワテクアプリダウンロー
ド数（総数） ５，０８７人
ポイント付与期間１月～１
２月
抽選応募期間1月

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

ウオーキング推進事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ推進委員協議会、くさつ健・交クラブ 実施計画

立命館大学、ボランティアガイド協会　他 誰でも気軽に取り組むことができるウオーキングを通じて、市民の健康づくりに対する機運の高まりにつなげる。

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

成果
気温により中止になった回もあったが、継続的に事業を開催することで、ウ
オーキングを通じた健康づくりや交流を推進することができた。

課題
多くの市民がウオーキングやﾉﾙﾃﾞｨｯｸウオークに親しみ、継続して
実施してもらえるような工夫を行う必要がある。

実績

○歩こう会　６回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　33回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３３回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　４１回

事業内容
年間を通したウオーキング事業等を開催し、ウオーキングを通じた
健康づくりを推進するとともに、年齢に応じたウオーキングや、ウ
オーキングを通じて交流ができる環境づくりを行う。

計画

○歩こう会の実施回数：年１
２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：年
１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回

○歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

親子で参加できる各種
スポーツ教室
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

成果

【乳幼児対象教室】　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・
秋・冬）
・夏休みジュニアスポーツ教
室
・夏休みこども運動教室
・夏休みこどもサッカー教室
・新春親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

【乳幼児対象教室】　1教室
・親と子の体操教室
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・
夏・秋・冬）
・親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

小学生以下の親子を対象としたｽﾎﾟｰﾂ教室を開催することで、スポーツの重要性や
楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室については、計画を下回る教室数と
なったが、児童期である小学生向けの教室については、各団体が積極的に企画さ
れ、計画を上回って開催された。

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をタ―ゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　２教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・
冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

乳幼児対象　1教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　4教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休みこども運動教室
・未就学児サッカー教室(月4
回)
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

②
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

学区対抗スポレク祭

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

体育振興会連絡協議会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 身近にスポーツを感じられる機会の充実を図るとともに、スポーツを通じた世代間の交流につなげる。

事業内容
こどもから高齢者までみんなでスポーツを楽しむことができるニュー
スポーツ等を実施し、市内１４学区の連携と親睦を図り、生涯スポー
ツの普及と発展、市民の健康促進を図る。

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

参加者数１９８人 参加者数　３０９人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

令和５年度から開催手法を見直し、学区対抗としたことや、雨天に
よりグラウンドゴルフ競技の中止により、計画と比較して参加者数
が少かったものの、前年度と比較すると参加者数を伸ばすことがで
き、多くの市民がスポーツを楽しむ機会を提供することができた。

課題
２０２５年に開催される国スポ・障スポの啓発のため、学区対抗種目
と同時開催で国スポ障スポ競技体験会を実施してきたが、国スポ障
スポ終了後の体験会等のブースについて検討が必要である。

実績

新型コロナウイルス感染症
の影響により中止

計画

参加者数６００人 参加者数６５０人 参加者数７００人 参加者数７５０人 参加者数８００人

草津川跡地公園での健
幸イベント

健
康
福
祉
政
策
課

草津市 実施計画

草津まちづくり会社、草津川跡地公園マネジメント・パートナーズ 働く世代や元気な高齢者、こどもたちなど幅広い世代に対して、健康づくりや運動のきっかけづくりを図る。

事業内容
こどもから高齢者まで、幅広い世代に対して健康づくりや運動の
きっかけづくりを進めるとともに、健康拠点である草津川跡地公園
の賑わい創出を図るため、健幸イベントを実施する。

計画

イベントの参加人数
８００人

・健幸フェア
参加者　１，２６７名

・健幸フェア
参加者　２，３９８名

・健幸フェア
参加者　６，１１１名

評価 ４

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

イベントの参加人数
１，０００人以上

イベントの参加人数
１，０００人以上

イベントの参加人数
１，０００人以上

イベントの参加人数
１，０００人以上

成果

市制施行７０周年記念特別事業として、３つのイベント「みんなの健幸フェ
ア（健康福祉政策課）」「まちなかウォーカブルロード（都市地域戦略課）」
「アクアフェスティバル（プール整備事業推進室）」を共同開催し、規模・内
容を充実して実施したことにより、来場者数を大幅に増やすことができた。
また、昨年度に引き続き、三師会等の協力の下、専門的かつ実践的な健
康啓発を実施したほか、健幸都市づくりに係る連携協定を締結した事業者
と協働で、市立プール内の健幸ステーションの利用促進や、身体の健康
状態を測定することによる（行動変容への）働きかけを行うなど、市民が健
幸づくりに取り組むことのきっかけとなる機会を提供することができた。

課題
より多くの市民に健幸づくりの重要性を発信し、定期的な運動等の
望ましい生活習慣を推進していくためには、今後もイベント等での啓
発・情報発信に継続して取り組む必要がある。

実績

・健幸フェア
参加者　７４８人

③
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進

老人クラブ活動支援

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

老人クラブ連合会 社会福祉の増進を図り、明るく活力のある高齢社会の実現を目指す。

事業内容
老人クラブ連合会主催の「健康フェスティバル」等の高齢者が気軽
に参加できる事業を支援し、高齢者の健康づくりの機会の充実を図
る。

計画

・健康ウォーキング（６月、１
１月、１月）
・ニュースポーツ体験会（１０
月、１１月、１２月）

・健康ウォーキング（６月、
１１月、１月）
・ニュースポーツ体験会
（１０月、１１月、１２月）
・グラウンドゴルフ大会（７
月）

・健康ウォーキング（５月、
６月、１１月、１月）
・健康フェスティバル（１０
月）
・グラウンドゴルフ大会（７
月）

・健康ウォーキング（５月、
６月、１１月、１月）
・グラウンドゴルフ大会（７
月）

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンドゴ
ルフ大会の開催を支援す
る。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

健康フェスティバル、健康
ウォーキング、グラウンド
ゴルフ大会の開催を支援
する。

成果

高齢者の健康づくりの機会の充実を図るため、ノルディック・ウオー
キングを活用した「健康ウォーキング」等の高齢者が気軽に参加で
きる事業の支援を行った。その結果、明るく活力のある高齢社会を
実現させようとする機運の高まりにつながった。

課題
会員数が減少していることから、引き続き、老人クラブ活動の活性
化および会員数増加に向けた取り組みについて、老人クラブ連合
会と連携して力を入れていく必要がある。

実績

6



施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

③
高
齢
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進

キラリエ草津☺健幸大
学
→R6～健幸フレイル予
防講座

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

高齢者の介護予防や社会参加を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
高齢者が気軽に運動や栄養・口腔、認知症など、様々な分野につ
いて学べる機会を提供し、自ら介護予防に取り組むとともに、支援
者としての活動や地域での自主活動につなげる。

◆講座開催数
２４回

◆講座開催数
２３回

(２４回実施予定だった
が、雨のため１回中止)

◆講座開催数
１２回

（R６～キラリエ草津☺健
幸大学→健幸フレイル予
防講座に変更し、実施回
数も１２回/１クール×２
クール→６回/１クール×
２クールに変更）

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
高齢者が運動、栄養、口腔、薬剤等、様々な分野について学べる機
会を提供し、自身のフレイルの状態に気付き、自らフレイル予防に
取り組むことができるように支援を行った。

課題

講座で学んだことを受講者自身の生活の中に取り入れようとする姿
がみられた。令和６年度については常盤まちづくりセンターとさわや
か保健センターの２か所でフレイル予防健幸講座を実施したため、
市内６圏域すべてで実施できるように、年度毎に開催場所の変更・
検討を行っていく必要がある。

実績

◆講座開催数
２２回

（緊急事態宣言下のため、２
回講座開催中止）

計画

高齢者の社会参加の場を設
け、介護予防への取り組み
を支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場を
設け、介護予防への取り
組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　１２回

いきいき百歳体操

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

身体を動かすことにより高齢者の介護予防を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
いきいき百歳体操等の軽運動の普及・促進により、地域ぐるみで高
齢者の介護予防を推進する。

計画

地域においていきいき百歳
体操に関する取り組みを実
施する。

実施団体数　１２７団体 実施団体数　１２７団体 実施団体数　１３０団体

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

地域においていきいき百歳
体操に関する取り組みを
実施する。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

地域においていきいき百
歳体操に関する取り組み
を実施する。

成果

いきいき百歳体操に取り組む団体に対し活動団体への継続支援
や、新規団体の立ち上げ支援を行った結果、前年度と比較し２団体
の増加があったとともに、年に1回の評価や交流会の実施により活
動意欲の継続を推進した。

課題

参加者・団体代表者の高齢化や新規活動団体の鈍化がある。
既存団体の活動継続を促す支援を進めるとともに、介護予防活動
にまだ参加していない新規の参加獲得について検討が必要であ
る。

実績

実施団体数　１２５団体

④
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
推
進

ウオーキング推進事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ推進委員協議会、くさつ健・交クラブ 実施計画

立命館大学、ボランティアガイド協会　他 誰でも気軽に取り組むことができるウオーキングを通じて、市民の健康づくりに対する機運の高まりにつなげる。

事業内容
年間を通したウオーキング事業等を開催し、ウオーキングを通じた
健康づくりを推進するとともに、年齢に応じたウオーキングや、ウ
オーキングを通じて交流ができる環境づくりを行う。

計画

○歩こう会　６回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３３回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３３回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　４１回

〇歩こう会　１１回
〇ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙ　３８回

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

○歩こう会の実施回数：年１
２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：年
１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施回
数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

○歩こう会の実施回数：
年１２回
○ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｻｰｸﾙの実施
回数：年３８回

成果
気温により中止になった回もあったが、継続的に事業を開催するこ
とで、ウオーキングを通じた健康づくりや交流を推進することができ
た。

課題
多くの市民がウオーキングやﾉﾙﾃﾞｨｯｸウオークに親しみ、継続して
実施してもらえるような工夫を行う必要がある。

実績

7



施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑤
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及

びわ湖レイクサイドマラ
ソン

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

大会実行委員会 実施計画

滋賀県、滋賀県陸上協会 誰もが気軽に参加できるランニングイベントを開催し、ランニングによる健康づくりの普及につなげる。

事業内容
「びわ湖レイクサイドマラソン」等のマラソン事業を通じて、ランニン
グの普及を図り、健康づくりに対する機運の高まりにつなげます。

びわ湖マラソンとして開催
参加者　６，３３２人

びわ湖マラソンとして開催
参加者　６，６２８人

びわこマラソンとして開催
参加者 ７，１９０人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
第３回目となるびわ湖マラソン大会として開催し、県内外から多くの
方に参加いただくことができた。

課題
より良い大会となるよう、県や関係市町と調整を図りながら、課題等
について解決していく必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染症
の影響により、オンラインで
の開催

計画

びわ湖レイクサイドマラソン
の開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

びわ湖レイクサイドマラソ
ンの開催

⑥
健
康
推
進
員
に
よ
る
体
操
の
普
及
啓
発

くさつ健康はつらつ体操

健
康
増
進
課

健康推進員連絡協議会 実施計画

地域におけるくさつ健康はつらつ体操の普及と促進に努め、市民の健康増進につなげる。

事業内容
地域のまつりや運動会、ふれあいサロン等において「くさつ健康は
つらつ体操」を行い、体操の普及・促進に努め、市民の健康保持・
増進を図る。

計画

＜くさつ健康はつらつ体操＞
地域のイベント等で体操を実
施した回数　３回
健康推進員出動人数　２０人
市民の参加人数　８８人
市YouTube視聴回数（総数）
３４１回（R.４.５.２０現在）

＜くさつ健康はつらつ体
操＞
地域のイベント等で体操
を実施した回数　４回
健康推進員出動人数　２
５人
市民の参加人数　９５人
市YouTube視聴回数（総
数）　６９２回

＜くさつ健康はつらつ体操
＞
地域のイベント等で体操を
実施した回数　５回
健康推進員出動人数　６７
人
市民の参加人数　６３５ 人
市YouTube視聴回数（総
数）　１，０１６回（R６.４.１５
現在）

＜くさつ健康はつらつ体
操＞
地域のイベント等で体操
を実施した回数 １８回
健康推進員出動人数　１
１３人
市民の参加人数 １，９６１
人
市YouTube視聴回数（総
数）　１，４４６回（R７.５.２
現在）

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

くさつ健康はつらつ体操等を
活用し、地域において運動
啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操等
を活用し、地域において運
動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

くさつ健康はつらつ体操
等を活用し、地域におい
て運動啓発を実施する。

成果

市民の健康保持・増進を図るため、健康推進員が中心となり、地域で「くさ
つ健康はつらつ体操」を実施し、体を動かすことの大切さの周知・啓発を
行った。その結果、実施回数や参加人数など、前年度（令和５年度）を上
回る結果となり、幅広い市民に「くさつ健康はつらつ体操」を知ってもらえる
ことに加え、健康づくりのきっかけづくりを行うことができた。

課題

「くさつ健康はつらつ体操」の実施機会や参加人員が増加しており、また健
康推進員の活動回数も増加傾向にあることから、今後もより多くの市民に
健康づくりへの関心をもってもらえるよう、「くさつ健康はつらつ体操」の効
果的な普及・啓発を行っていく必要がある。

実績

（
２

）
「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
ス

ポ
ー

ツ
の
参
加
促
進

①
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
充
実

チャレンジスポーツデー

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

スポーツ協会、体育振興会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、立命館大学 様々なスポーツを体験できる機会を提供することで、市民のスポーツ活動機会の充実を図る。

事業内容
市内の社会体育施設等で誰もが参加できるスポーツイベントを開催
し、市民の健康づくりと市民相互の交流を図る。

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

参加者数　２，７１６人 参加者数　２，７９４人

評価 2

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
市内各地で、誰もが気軽に参加できるスポーツイベントを開催した
ことで、市民の健康づくりや交流の機会を提供することができた。

課題
開催団体によって参加者数にばらつきがあり、全体では目標の参
加者数に届いていない。イベントの周知をさらに積極的に行い、参
加者の確保に努める必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染症
の影響により中止

計画

参加者数３，５００人 参加者数３，７００人 参加者数４，０００人 参加者数４，５００人 参加者数５，０００人
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

（
２

）
「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
ス
ポ
ー

ツ
の
参
加
促
進

①
ス
ポ
ー

ツ
活
動
機
会
の
充
実

親子で参加できる各種
スポーツ教室
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会 スポーツを通じて、親と子のつながりを深めるとともに、親の子育てへの参画意識の醸成につなげる。

事業内容
親子で参加できる各種スポーツ教室を開催し、家族ぐるみで運動・
スポーツに取り組むことができる機会の充実を図る。

乳幼児対象　１教室
・親と子の体操教室(春・秋)
児童対象　４教室
・新春親子サッカー教室
・夏休み親子サッカー教室
・夏休みこども運動教室
・未就学児サッカー教室(月
４回)

・「親子で楽しむ運動遊び」を
開催(６月・１０月)
・各施設で年を通して運動遊
びに取組む。
・リズム運動
・散歩
・外部講師の活用
・地域の方とのスポーツ交流
等

【乳幼児対象教室】　１教室
・親と子の体操教室
【児童対象教室】
・小学生スポーツ教室（春・
夏・秋・冬）
・親子テニス体験会
・新春親子サッカー体験会評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

小学生以下の親子を対象としたｽﾎﾟｰﾂ教室を開催することで、スポーツの重要性や
楽しさを伝えることができた。乳幼児向け教室については、計画を下回る教室数と
なったが、児童期である小学生向けの教室については、各団体が積極的に企画さ
れ、計画を上回って開催された。

課題
乳幼児向けの教室が少ないことから、乳幼児の親子をタ―ゲットに
した教室内容等について検討を進める必要がある

実績

乳幼児対象　４教室
・親と子の体操教室(春・秋)
・幼児サッカー教室(春・秋)
児童対象　４教室
・小学生スポーツ教室(春・秋・
冬)
・夏休みジュニアスポーツ教室

計画

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

乳幼児期対象　４教室
児童期対象　２教室

②
初
心
者
向
け
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
促
進

初心者向け等各種ス
ポーツ教室事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ スポーツへの出会いやきっかけづくりのほか段階的な事業展開により、スポーツ文化の醸成およびその定着化につなげる。

事業内容
初心者向けや段階的なステップアップを目的としたスポーツ教室の
開催を促進し、スポーツ機会の充実とスポーツ愛好者の裾野の拡
大を図る。

計画

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　５教
室（ほか、２教室はコロナで中
止）
・市スポーツ協会主催（サッカー
以外コロナで中止、野球、テニ
ス、剣道）　５教室
〇段階的なステップアップ教室
・初級・中級教室　テニス４教室

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　７
教室
・市スポーツ協会主催（ｻｯ
ｶｰ、ｿﾌﾄﾃﾆｽ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、野
球、剣道）　5教室
〇段階的なｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ教室
・初級・中級　テニス４教室

〇初心者向けスポーツ教室
・少年少女スポーツ教室　７
教室
・市スポーツ協会主催（ｻｯ
ｶｰ、ｿﾌﾄﾃﾆｽ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、テ
ニス、柔道、剣道、野球）　7
教室
〇段階的なステップアップ教
室
・ジュニア卓球教室　１教室

〇初心者向けスポーツ教室
・市スポーツ協会主催（サッ
カー、ソフトテニス、バレー
ボール、テニス、柔道、剣
道、野球、わんぱくキッズ、
護身術）　9教室
〇段階的なステップアップ教
室
・ジュニア卓球教室　１教室

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

初心者向けスポーツ教室　１
３教室
段階的なステップアップ教室
４教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ教
室４教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ教
室４教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ教
室４教室

初心者向けスポーツ教室
１３教室
段階的なステップアップ教
室４教室

成果
段階的なステップアップ講座を開催し、幅広い対象者に向けたス
ポーツ機会の充実を図ることができた。

課題
引き続き、初心者でも気軽にスポーツをはじめ、継続的に楽しむこ
とのできる教室の開催を行い、多くの市民がスポーツに参加できる
よう取り組む必要がある。

実績

③

「
す
る

」
「
み
る

」
「
支
え
る

」
「
知
る

」
様
々
な
か
た

ち
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
画
機
会
の
提
供

スポーツの多様な関わ
り方周知啓発事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

草津市スポーツ振興事業体、スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 周知啓発等により、それぞれ自分にあった関わり方で親しむことができる市民のスポーツ参画機会の充実を図る。

事業内容
各種スポーツイベントのさらなる周知啓発を図るとともに、多様なス
ポーツの価値を知ってもらうための周知啓発を併せて図る。また、
多様なスポーツの関わり方で参画する機会を提供する。

計画

広報くさつ　２３回／年
市ほか関係団体ホームペー
ジ掲載　市ほか３団体

広報くさつ　２７回／年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

広報くさつ３３回/年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市他３団体

広報くさつ掲載３４回/年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

広報くさつ掲載　２１回／年
市ほか関係団体ホームペー
ジ掲載　市ほか３団体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団体

広報くさつ掲載　２２回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

広報くさつ掲載　２３回／
年
市ほか関係団体ホーム
ページ掲載　市ほか３団
体

成果 各種イベントや事業について、広く市民に周知することができた。

課題
引き続き、市民がスポーツと多様な関わり方ができるよう、情報発
信に努める必要がある。

実績
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

（
３

）
食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

①
こ
ど
も
の
食
育
の
推
進

離乳食レストラン

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

健康推進員連絡協議会 実施計画

子育てを行う保護者が、離乳食の進め方を習得するとともに、保護者同士の交流により、それぞれが持つ育児不安の解消につなげる。

事業内容
子育てを行う保護者が、離乳食のレシピや時期に応じた調理方法、
栄養バランス等に関する食育について学び、保護者同士の交流や
情報交換を行う。

年間２１回実施 年間２１回実施 年間２１回実施

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

保護者が離乳食を試食や調理見学をすることで、離乳食のイメージを具
体的に持ち、調理方法について習得してもらうことができた。健康推進員
連絡協議会による食育フェルトパネルは、99％の参加者が参考になったと
回答しており、家族の栄養バランスを振り返るきっかけづくりとなった。

課題
育児や離乳食について情報が溢れる中、保護者が正しい知識を身につ
け、実践できるような取り組みが必要である。

実績

年間１９回実施
(新型コロナウィルス感染症
拡大防止のため２回中止）

計画

離乳食レストラン　２１回/年
の開催

離乳食レストラン　２１回/
年の開催

離乳食レストラン　２１回/
年の開催

離乳食レストラン　２１回/
年の開催

離乳食レストラン　２１回/
年の開催

食育の推進

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

草津市 実施計画

食生活について意識の醸成を図り、心身の健全育成に努める。

事業内容
学校での栄養指導を行うとともに、児童等の家庭における食生活に
ついて意識の醸成を図るため啓発を行う。

計画

栄養指導や啓発活動を実施
する。

・栄養教諭による栄養指
導の実施。
（１４小学校、２中学校）
・啓発活動　　１１回
（児童・生徒等へ給食だよ
りの配付、HP掲載）

・栄養教諭による栄養指導
の実施。
（１４小学校、２中学校）
・啓発活動　　１１回
（児童・生徒等へ給食だよ
りの配付、HP掲載）

・栄養教諭による栄養指
導の実施。
（１４小学校、４中学校）
・啓発活動　　１１回
（児童・生徒等へ給食だよ
りの配付、HP掲載）評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

栄養指導や啓発活動を
実施する。

栄養指導や啓発活動を実
施する。

栄養指導や啓発活動を
実施する。

栄養指導や啓発活動を
実施する。

成果

食生活について意識の醸成を図るため、栄養教諭による各小中学
校での栄養指導や給食だよりの配布を実施した。その結果、学校
給食の取り組みや児童等の家庭における食生活について意識の
醸成を図ることができた。

課題
よりよい指導や啓発に向けて内容の充実を図るために、今後も引き
続き指導・啓発について検討していく必要がある。

実績

・コロナ禍であることから栄
養指導は資料の配付とし
た。
（１４小学校）
・啓発活動　　１１回
（児童等へ給食だよりの配
付、HP掲載）

②
高
齢
者
の
食
育
の
推
進

キラリエ草津☺健幸大
学
→R6～健幸フレイル予
防講座

長
寿
い
き
が
い
課

草津市 実施計画

高齢者の介護予防や社会参加を推進し、高齢者の元気で健康な暮らしにつなげる。

事業内容
高齢者が気軽に運動や栄養・口腔、認知症など、様々な分野につ
いて学べる機会を提供し、自ら介護予防に取り組むとともに、支援
者としての活動や地域での自主活動につなげる。

計画

◆講座開催数
２２回

（緊急事態宣言下のため、2
回講座開催中止）

◆講座開催数
２４回

◆講座開催数
２３回

(24回実施予定だった
が、雨のため1回中止)

◆講座開催数
１２回

（R6～キラリエ草津☺健
幸大学→健幸フレイル予
防講座に変更し、実施回
数も12回/1クール×2
クール→6回/1クール×2
クールに変更）

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

高齢者の社会参加の場を設
け、介護予防への取り組み
を支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場を
設け、介護予防への取り
組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　２４回

高齢者の社会参加の場
を設け、介護予防への取
り組みを支援する。

講座開催数　１２回
成果

高齢者が運動、栄養、口腔、薬剤等、様々な分野について学べる機会を
提供し、自身のフレイルの状態に気付き、自らフレイル予防に取り組むこと
ができるように支援を行った。

課題

講座で学んだことを受講者自身の生活の中に取り入れようとする姿がみら
れた。令和６年度については常盤まちづくりセンターとさわやか保健セン
ターの２か所でフレイル予防健幸講座を実施したため、市内６圏域すべて
で実施できるように、年度毎に開催場所の変更・検討を行っていく必要が
ある。

実績
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
４

）
体
育
振
興
会
活
動
の
充
実

①
学
区
単
位
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
充
実

地域スポーツイベントの
開催

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会 実施計画

各スポーツ推進委員 地域のスポーツ活動の活性化により、地域内の交流や学区間の連携強化につなげる。

事業内容
学区運動会をはじめとした地域の各種スポーツイベントの活性化を
図る。

・学区運動会：新型コロナウ
イルス感染症の影響により
中止となった学区もあった
が、開催方法や開催時間を
工夫し実施した学区もあった
ため、体育振興会連絡協議
会で情報共有を行った。
・ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ：中止

・学区運動会：４学区で開催。
・ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂﾃﾞｰ：１３学区
で開催。
・その他スポーツイベント:６学
区で開催

・学区運動会：６学区で開
催
・チャレンジスポーツ
デー：１３学区で実施。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
各地域で運動会やチャレンジスポーツデー等のスポーツイベントを
開催し、スポーツを通じた地域内交流の機会づくりに向けた取り組
みを行った。

課題
地域によっては、若い世代の参加者が少ない状況等があるため、
開催日やプログラム等を工夫し、より多くの方が参加しやすい環境
づくりを行う必要がある。

実績

・学区運動会：新型コロナウ
イルス感染症の影響により
中止
・チャレンジスポーツデー：新
型コロナウイルス感染症の
影響により中止

計画

学区運動会の開催や、チャ
レンジスポーツデー等の開
催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー等
の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

学区運動会の開催や、
チャレンジスポーツデー
等の開催

②
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

地域スポーツクラブ設
立支援事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

各体育振興会、各スポーツ推進委員 地域スポーツクラブの設立により、市民が身近にスポーツができる環境づくりにつなげる。

事業内容
市民が身近にスポーツができる環境を整えるため、学区単位の地
域スポーツクラブ設立の支援を行う。

計画

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

設立クラブ数　５クラブ
（対象学区：６学区）

評価 ２

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

設立クラブ数　５クラブ 設立クラブ数　５クラブ 設立クラブ数　６クラブ 設立クラブ数　７クラブ 設立クラブ数　８クラブ

成果
学校開放事業の運営支援など設立後の支援を通じて、組織の安定
化に努めた。

課題
まだクラブを設立していない地域に働きかけを行うとともに、既存の
クラブについて、持続可能なクラブ運営ができるよう、運営の在り方
について考える機会の創出を図る必要がある。

実績

（
５

）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

総合型地域スポーツク
ラブ事業補助金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

くさつ健・交クラブ くさつ健・交クラブの活発な活動により、市民が多様なスポーツ活動を行える環境づくりにつなげる。

事業内容
くさつ健・交クラブの活動基盤を強化するための支援を行い、活発
な活動を促進し、市民の多様なスポーツニーズに対応したスポーツ
メニューの提供やスポーツができる環境を整える。

会員数：５５６人 会員数：５２９人 会員数：５３１人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
小中学生向けのバドミントン教室の新規開設や、パンフレットの更
新など通じて、新規会員の獲得に取り組んだ。

課題
安定的なクラブ運営に向け、会員数の確保や指導者・運営スタッフ
等の充実に取り組む必要がある。

実績

会員数：５６１人

計画

会員数：６００人 会員数：６３０人 会員数：６６０人 会員数：６９０人 会員数：７２０人
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針２ 生涯スポーツ活動の推進 【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

事業名 点検・評価

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
６

）
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

①
障
害
者
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
・
充
実

障害者スポーツの推進

障
害
福
祉
課

心身障害児者連絡協議会 実施計画

障害のある人の体力向上と社会参加を促進する。

事業内容

全国障害者スポーツ大会の開催を契機として、障害者団体と連携し
て開催する「草津市いきいきふれあい大運動会」等の事業を推進
し、障害者のスポーツ事業の充実を図るとともに、だれもが楽しめ、
交流できる機会の創出を図る。

新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中
止

新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から中止

参加人数　４７０人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果
新型コロナウイルス感染症の拡大防止により、令和5年度まで実施
をしていなかったが、今年度に５年ぶりに開催することができた。

課題
より多くの方が参加できるように実施種目や運営方法等を検討する
必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から中止

計画

各年度の参加人数６００人以
上

各年度の参加人数６００
人以上

各年度の参加人数６００人
以上

各年度の参加人数６００
人以上

各年度の参加人数６００
人以上

②
草
津
市
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
と
の
連
携
に

よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

滋賀県障害者スポーツ
大会

障
害
福
祉
課

滋賀県障害者スポーツ協会 実施計画

障害者スポーツの裾野の拡大と競技力の向上を図る。

事業内容
各種関係団体等と連携し、スポーツに取り組む選手の滋賀県障害
者スポーツ大会への参加を支援する。

計画

参加者数　　２１人 参加者数　２1人 参加者数　２９人 参加者数４１人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

各年度、大会参加者５０人以
上

各年度、大会参加者５０
人以上

各年度、大会参加者５０人
以上

各年度、大会参加者５０
人以上

各年度、大会参加者５０
人以上

成果
関係団体等と連携し、参加の支援を行った。その結果、障害者ス
ポーツの競技力向上につながった。

課題
障害者スポーツの競技人口を増やすため、魅力などを広くＰＲする
必要がある。

実績

②
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
等
の
推
進

社会体育施設等整備改
修事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

社会体育施設の適正な機能を維持していくことで、誰もが快適にスポーツができる環境を整える。

事業内容
スポーツができる場所として社会体育施設の適正な機能維持やユ
ニバーサルデザイン化に向けた必要な改修等を行う。

計画

・野村運動公園管理棟外部
階段等塗装補修
・総合体育館大屋根固定ボ
ルトキャップ部のシーリング
修繕
・総合体育館屋根・床板改修
実施設計

・総合体育館屋根・床板
改修工事
・野村運動公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ管
理棟・ふれあい体育館管
理室空調改修工事
・野村ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾈｯﾄ改
修工事
・山寺健康広場藤棚撤去
工事
・常盤東健康広場フェンス
改修工事　ほか

・体育施設空調設備改修
工事
・野村運動公園グラウンド
管理棟改修工事
・ふれあい体育館床・外壁
他改修工事
・野村運動公園掲揚台改
修工事

・武道館外壁改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

必要な整備・改修
・野村運動公園管理棟外部
階段改修工事

必要な整備・改修
・総合体育館屋根・床板
改修工事
・野村運動公園グランド管
理棟空調取替工事
・ふれあい体育館管理室
空調改修工事

必要な整備・改修
・体育施設空調設備改修
工事
・野村運動公園グラウンド
管理棟改修工事
ふれあい体育館床・外壁
他改修工事

必要な整備・改修
・武道館外壁等改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

必要な整備・改修

成果
武道館の外壁改修工事およびふれあい体育館トイレ改修工事の実
施設計を完了することができた。

課題
施設の老朽化に伴い、修繕を必要とする施設や備品が多くなってい
るため、優先順位をつけて計画的に修繕を行い、施設の環境保全
に努める必要がある。

実績
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施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 検討 検討 新規 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

評価

②
競
技
力
の
向
上

国民体育大会に向けた
選手の発掘・育成

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ協会 実施計画

草津市スポーツ振興事業体 若い世代の選手の発掘・育成を図ることで、各種競技スポーツの競技力向上につなげる。

・サッカー教室１５５人
・ソフトテニス教室３６人
・バレーボール教室２０人
・柔道教室６人
・野球教室１２０人
・剣道教室１１人
・テニス教室４人
・わんぱくキッズスポーツ教
室７人
・護身術体験教室９人
合計368人

評価 ２

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

それぞれの教室でとったアンケートに基づき、好評な点は継続し、
そうでなかった点は改善する対応と、熱中症対策やウイルス感染
対策も今後引き続き気を緩めることなく実施することが必要であ
る。

競技力向上のための
スポーツ教室や講習会
の参加者数９００人

3

成果
スポーツ協会の運営体制や活動の充実に向けた支援を通じ、競
技スポーツの推進や各競技団体の活性化を図ることができた。

課題
スポーツの推進や、国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会等の
大規模大会に向けて、協会の体制強化を図る必要がある。

実績

スポーツ協会の運営や活
動の支援を行い、適正な
運営体制を整えた。

競技力向上のための
スポーツ教室や講習会
の参加者数１０００人スポーツ競技種目に特化せず、あらゆる運動やスポーツ競技に通じる基

礎的な運動能力を向上することを目的とした「わんぱくキッズスポーツ教
室」と自身を護るための護身術に触れるよう「護身術体験教室」を新たに
開催することができ、ジュニア世代のスポーツに取り組む姿勢と技術力向
上を図ることができた。

事業内容
競技団体と連携し、国民体育大会に向けた選手の発掘・育成を図
る。

・サッカー教室１５５人
・ソフトテニス教室３７人
・バレーボール教室１３人
・野球教室１４０人
・剣道教室３８人
・テニス教室７４人
・少年少女スポーツ教室（共
催事業）４３２人

実績

・サッカー教室１８２人
・野球教室コロナ中止
・テニス教室コロナで中止
・剣道教室コロナで中止
・少年少女スポーツ教室
（共催事業）４０７人

計画

競技力向上のためのス
ポーツ教室や講習会の参
加者数６００人

競技力向上のための
スポーツ教室や講習会
の参加者数７００人

成果

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

競技力向上のための
スポーツ教室や講習会
の参加者数８００人

・サッカー教室１５０人
・ソフトテニス教室３４人
・バレーボール教室２０人
・柔道教室１０人
・野球教室１２０人
・剣道教室１２人
・テニス教室２１人
・少年少女スポーツ教室（共
催事業）４５３人

課題

基本方針３ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

①
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
支
援

スポーツ協会運営・事
業補助金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

スポーツ協会 競技団体の統括組織として、スポーツ協会事務局の適正な運営体制を継続的に整えていく。

事業内容
競技団体の活発な活動を促進するため、競技団体を統括する草
津市スポーツ協会の運営や活動の支援を行う。

計画

スポーツ協会の運営や活
動の支援を行い、適正な
運営体制を整える。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
る。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
る。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
る。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
る。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
た。

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
た。（

１

）
ス
ポ
ー

ツ
協
会
活
動
の
活
性
化

スポーツ協会の運営や
活動の支援を行い、適
正な運営体制を整え
た。

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化

①
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
支
援

スポーツ少年団事業補
助金
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

スポーツ少年団（スポーツ協会） スポーツ少年団活動を促進し、団員確保につなげる。

事業内容

こどもが積極的にスポーツ活動を行い、心身の健全育成や仲間と
の交流等を生み出す環境を整えるため、スポーツ少年団活動の
支援を行う。学校や地域のスポーツ関係団体等と連携し、スポー
ツ少年団活動の情報発信を積極的に行い、団員の確保に努め
る。

団体数　２２団体
団員数　４４２人
事業実施回数　１０／１
０回

団体数　２２団体
団員数　４６９人
事業実施回数　１０／１
０回

団体数　２２団体
団員数　４６８人
事業実施回数　１０／１
０回

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果 計画通りの事業を展開し、スポーツ少年団の交流を図ることが出来た。

課題
団員数、団体数に大きな変動がなく、スポーツ少年団の魅力を発信し、団
員確保と新たな単位団の設立に向け、周知方法や内容の工夫等に取り
組む必要がある。

計画

実績

団体数　２２団体
団員数　５０７人
事業実施回数　４回（６／
１０回コロナ中止）

活動情報を発信し、団
体の活性化を図る。
団体数３３団体
団員数８００人

活動情報を発信し、団
体の活性化を図る。
団体数３０団体
団員７００人

活動情報を発信し、団
体の活性化を図る。
団体数３６団体
団員数９００人

活動情報を発信し、団
体の活性化を図る。ま
た、指導者の資格取得
や更新に対して補助を
行う。
団体数３９団体
団員数１，０００  人

活動情報を発信し、団体
の活性化を図る。
団体数２７団体
団員数６００人

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組
まなかった
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針３ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組
まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

①
激
励
金
の
交
付

障害者アスリート各種
大会出場激励金

障
害
福
祉
課

草津市 実施計画

障害のある人の各種大会参加や競技へ取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容 全国障害者スポーツ大会等の出場者に激励金を交付する。

計画

各種大会出場者に激励金
を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

成果
全国障害者スポーツ大会を始め各種大会に出場する選手へ激励
金を交付することで、選手の支援および障害者スポーツの推進に
つながった。

課題 制度の周知を図り、活用を推進していく必要がある。

実績

各種大会出場激励金

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

交付件数　０件 交付件数　１２件 交付件数　４件 交付件数　１１件

引き続き、交付対象者の情報収集に努める必要があるとともにス
ポーツ顕彰の表彰を契機として、選手および市民双方に意義のあ
る継続的な関わりを創出する必要がある。

実績

受賞者数　３人
・最高栄誉賞　大橋悠依選
手（水泳）
・栄誉賞　宇田秀生選手
（パラトライアスロン）
・大賞　山本亜美選手（陸
上）

受賞者数　６人
・大賞
　片岡翼選手（陸上）
　田中光則選手（水泳）
　伊藤さゆり選手（フライ
ングディスク）

山本亜美選手（陸上）
西田有里選手（陸上）
板橋美波選手（飛込）

受賞者　８人
・大賞
　板橋 美波選手（高飛込）
　伊藤 浩輝選手(高飛込）
　山本 亜美選手（陸上）
　新畑 雄飛選手(ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ)
  西田 有里選手(陸上)
　渡邉　宙選手(陸上)
　片山　詠太選手(野球)
・功労賞

松田 宣浩選手(野球）

受賞者数　７人
・大賞
　江川　拓馬選手（ボッチャ）
　片岡　翼選手（陸上）
　川岸　駿選手（陸上）
　山本　亜美選手（陸上）
　小牧　加矢太選手（馬術）
　長谷川　綾音選手（アー
チェリー）

渡部　空夢選手（空手）

実施計画

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

事業内容
オリンピックや世界選手権大会等において、極めて優秀な成績を
おさめられた選手を「草津市民スポーツ大賞」で表彰し、スポーツ
功労をたたえる。

計画

「草津市民スポーツ大賞」
の表彰

「草津市民スポーツ大
賞」の表彰

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
・
障
害
福
祉
課

草津市

選手の競技に取り組む意欲の向上と、選手の活躍が市民の勇気と感動につなげる。

「草津市民スポーツ大
賞」の表彰

「草津市民スポーツ大
賞」の表彰

「草津市民スポーツ大
賞」の表彰

成果
オリンピックや世界選手権大会等において、極めて優秀な成績を
おさめられた選手を「草津市民スポーツ大賞」で表彰した。

課題

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

選手の大会参加や競技に取り組む意欲の向上につなげる。

事業内容
国際大会や全国大会等の各種大会出場者に激励金を交付し、選
手の大会参加や競技へ取り組む意欲の向上につなげる。

交付件数　７９件 交付件数１０６件 交付件数　１２１件

評価 ４

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果 計画

各種大会出場者に激励金
を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

課題
引き続き、広報紙やHPを通じた周知を図り、選手の意欲向上につ
なげていく。

昨年度に引き続き、多くの選手・チームに激励金を交付し、意欲向
上につなげることができた。

各種大会出場者に激
励金を交付する。

実績

交付件数　８９件

草津市民スポーツ大賞

（
３

）
各
種
大
会
出
場
者
へ
の
支
援

②
ス
ポ
ー

ツ
顕
彰
の
実
施
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針３ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組
まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

単発のイベントだけでなく、こどもが運動や身体を動かす遊びの楽
しさを感じ、継続的に取り組んでいけるような仕組みについても検
討する必要がある。

実績

トレーニングサポート月４
回の予定（コロナで中止）

評価

プロスポーツ興業の誘
致やアスリートによる
交流教室・指導教室等
を実施する。

課題
市民がプロスポーツに関心を持ち、観戦する機会とできるよう、プ
ロスポーツチームと連携を行う必要がある。

実績

・Ｂリーグ　２日
・Ｖリーグ　２日

・Bリーグ　4日
・Vリーグ　4日

・Ｂリーグ　１日
・Ｖリーグ　２日

事業内容
プロスポーツの開催誘致や一流アスリートによる交流教室・指導
教室等の開催を進める。

計画

プロスポーツ興業の誘致
やアスリートによる交流教
室・指導教室等を実施す
る。

プロスポーツ興業の誘
致やアスリートによる
交流教室・指導教室等
を実施する。

YMITアリーナが東レアローズ滋賀のホームアリーナになったこと
により、SVリーグの開催日数が増え、市民がプロスポーツを身近
な場所で親しむ機会を提供することができた。

プロスポーツ興業の誘
致やアスリートによる
交流教室・指導教室等
を実施する。

プロスポーツ興業の誘
致やアスリートによる
交流教室・指導教室等
を実施する。成果

評価

・Bリーグ　０日
・SVリーグ　６日

一流アスリートとの交流

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

実施計画

①
ジ

ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

各種ジュニアスポーツ
教室

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会 スポーツ教室を通じて、ジュニア選手の発掘や継続的なスポーツ活動の支援につなげる。

事業内容
スポーツ関係団体等と連携して、専門的な技術を持つ指導者を招
いたスポーツ教室を開催し、ジュニアアスリートの育成を図る。

小学生対象　８教室
　・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ教室
　・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ教室
　・ソフトテニス教室　春・秋コース
　・ジュニア卓球教室　中止
　・小学生野球教室
　・サッカー教室
　・テニス教室
　・剣道教室
中学生対象　１教室
・バスケットボール教室

小学生対象　９教室
・ジュニア卓球教室
・小学生野球教室
・バスケットボール教室
・サッカー教室
・ソフトテニス教室
・バレーボール教室
・柔道教室
・剣道教室
・テニス教室
中学生対象　２教室
・バスケットボール教室
・野球教室

小学生対象　２教室
・ジュニア卓球教室
・小学生野球教室
中学生対象　１教室
・バスケットボール教室

評価 3

課題
今後も各競技団体と連携し、ジュニアアスリートの育成に向けて取
り組む必要がある。また、参加しやすい環境整備と将来に向けた
育成方法の検討が必要である。

実績

小学生対象　５教室（３教室中止）
・バレーボール教室、バスケットボール
教室　実施　(施設閉鎖中のみ中止)
・ソフトテニス教室　春・秋コース　実施
・ジュニア卓球教室　実施
・小学生野球教室　コロナで中止
・ガールズサッカー教室　前期・後期
実施
・テニス教室、剣道教室　コロナで中止
中学生対象教室　１教室
・バスケットボール教室　実施(施設閉
鎖中のみ中止)

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

スポーツ関係団体等と連携し、スポーツ教室を開催することができ
た。

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

プロスポーツ選手等に間近に触れることで競技力の向上や競技人口の増加につなげる。

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

スポーツ教室（びわこ
成蹊スポーツ大学）

草津市、草津市スポーツ振興事業体

スポーツ協会

計画

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

小学生対象　６教室
中学生対象　１教室

実施計画

3

草津市スポーツ振興事業体

スポーツ協会、立命館大学 大学等の専門性を生かしたアスリートの育成や支援ができる機会を継続的に提供する。

大学等と連携し、より専門性の高い指導を行うなど、それぞれの
専門的観点からアスリートの育成や支援を行う。

計画

スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回 スポーツ講座　３回

スポーツ教室（立命館
大学との共催　中止）

スポーツ教室（びわこ成
蹊スポーツ大学）

（
４

）
将
来
を
担
う
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

②
専
門
性
を
生
か
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成

成果

大学・企業等と連携した
アスリートの育成

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

事業内容

成果
びわこ成蹊スポーツ大学と連携し、こどもたちの体力向上・健康管
理を推進する事業である「びわキッズプログラム」を実施し、各種
スポ－ツ競技に特化しない運動・遊びを行った。

課題
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針３ 競技スポーツの推進

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組
まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

②
各
種
競
技
大
会
の
開
催

参加者数１，６８４人
※21/27競技開催

参加者数１，６９５人
※2４/25競技開催

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

参加者数１，５９８人
※19/26競技開催

広報くさつへの掲載や競技団体それぞれが多数の参加者を募り、
日頃の練習成果を発揮する場や選手間の交流を通して競技に取
り組む意欲向上につなげた。

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１２０ﾁｰﾑ

各実行委員会 実施計画

スポーツ協会、草津市

○草津市実行委員会
への改組
○開催推進総合計画
の策定
○各種基本計画の策
定

〇草津市実行委員会の
開催
・総会１回、常任委員会１
回、専門委員会各１回
○各種基本計画の策定
○各種実施要項やマニュ
アル等の策定

〇草津市実行委員会の
開催
・総会、常任委員会、各
専門委員会
○各種実施要項やマニュ
アル等の策定
○リハーサル大会の実施

武道祭　中止
駅伝　参加数
８５ﾁｰﾑ
ミニマラソン２１人

①
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
推
進

草津市民スポーツ大会

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市、スポーツ協会 実施計画

大会の開催を通じて、選手個々の競技力の向上を図り、各競技全体の競技力向上につなげる。

事業内容
県民スポーツ大会の選手選考会も兼ねた「草津市民スポーツ大
会」を種目別に開催し、選手の日ごろの練習の成果を発揮する場
や選手間の交流する機会を提供する。

計画

参加者数２，０００人 参加者数２，１００人 参加者数２，２００人 参加者数２，３００人 参加者数２，４００人

成果

課題

市内の競技人口が減少傾向にある中、参加者の増加を目指すこ
とは非常に困難であるが、引き続き選手が競技に取り組む意欲が
さらに向上できるよう事業の広報活動や運営環境の充実に向けた
取り組みが必要である。

実績

参加者数１，６４９人
※18/26競技開催

評価

武道祭については、目標人数には及ばないものの、昨年度より参
加者が増加した。駅伝競走大会については前回開催時より参加
人数が減少した。

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１２５
ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１３０
ﾁｰﾑ

大会の開催を通じて、各競技の競技人口拡大につなげる。

「草津市武道祭」や「草津市駅伝競走大会」等、競技力の向上につ
ながる各種競技大会を開催する。

各種イベントについて、参加者数の確保に努める必要がある。周知方法
等について検討をする必要がある。

実績

武道祭　コロナ禍により中
止
駅伝　申込数
１０７チーム
オープン参加者３６人

計画

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４０
ﾁｰﾑ

武道祭参加者数　２００人
駅伝参加ﾁｰﾑ数　１４５
ﾁｰﾑ

○草津市準備委員会の設
立
○開催基本方針の策定

武道祭　９０名
駅伝　雨天中止
申込数
９１チーム
ミニマラソン２３人

武道祭　１０３名
駅伝　参加数
７６チーム
ミニマラソン１８人

実施計画

滋賀県　他 大会の開催を通じて、競技スポーツの推進を図るとともに、健幸都市くさつの実現に寄与する。

事業内容
本市開催競技の準備を進めるとともに、競技団体等と連携し、ス
ポーツの魅力を発信し、競技スポーツの活性化を図る。

計画

○草津市準備委員会の設
立
○開催基本方針の策定

○草津市実行委員会
への改組
○開催推進総合計画
の策定
○各種基本計画の策
定

○草津市実行委員会
の開催
○各種基本計画の策
定
○各種実施要項やマ
ニュアル等の策定

○草津市実行委員会
の開催
○各種実施要項やマ
ニュアル等の策定
○リハーサル大会の実
施

○草津市実行委員会
の開催
○各種実施要項やマ
ニュアル等の策定
○本大会の実施

成果

令和７年度の国スポ・障スポ実施に向けて、総会、常任委員会、
専門委員会を開催し、各種要項やマニュアルの策定に向けて協
議することができた。また、５競技６種目のリハーサル大会を行
い、本大会に向けた課題等を見出すことが出来た。

課題
草津市での国スポ・障スポ開催に向けて、総合計画に掲げている
「ふるさと健幸創造都市 草津」につながる大会となるように行動し
ていく必要がある。

実績

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
５

）
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

、
各
種
競
技
大
会
の
推
進

第79回国民スポーツ大
会・第24回全国障害者
スポーツ大会草津市準
備委員会

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室

草津市準備委員会

各種競技大会

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

事業内容

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

課題
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施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

計画

②
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
の
連
携

指導者人材バンク

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

指導者派遣回数　１件 指導者派遣回数　１２件 指導者派遣回数　１２件

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

指導者派遣数　１２件

基本方針４ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

①
指
導
者
の
育
成

スポーツ指導員等の
資質向上

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ協会 実施計画

スポーツ少年団 専門的な知識を有する指導者を育成することで、競技に取り組む選手の競技力向上や指導体制の充実につなげる。

事業内容
各種スポーツの指導者の資質と指導力の向上、新たな指導者
の育成を図るための講習会等を行う。

計画

講習会実施回数２回
参加者数３０人

講習会実施回数２回
参加者数３５人

講習会実施回数２回
参加者数４０人

講習会実施回数２回
参加者数４５人

講習会実施回数２回
参加者数５０人

指導者講習会　2回
参加者数５９人

指導者講習会　２回
参加者数　５２名

指導者講習会２回
参加者数４６人
スポーツ少年団資格取得
にかかる補助制度の制
定

4

指導者派遣数　１３件 指導者派遣件数　１５件

課題
中学校部活動の地域移行に対応できるか否かの検討も必要で
あると考える。

実績

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

成果

スポーツ少年団指導者向けとして、「成長期に必要なトレーニング」ま
た、スポーツ指導者や、スポーツ選手向けとして「姿勢矯正プロジェク
ト」の実技を取り入れた講習会を開催することができ、スポーツに携わ
り活躍している方々の資質向上につなげることができた。

課題

スポーツ指導者等の資質向上図るため、スポーツ指導等に取り
組んでいる専門家を引き続き講師として招き、「栄養学」面に関
する内容も取り入れ、スポーツに携わる多くの方々に伝えること
ができるよう進めることが必要である。

実績

（スポーツ協会）
指導者講習会　コロナ禍
により中止

成果
人材バンク制度を活用し、指導者の派遣を行うことで、中学校部
活動の充実に向けた支援を行うことができた。

評価

スポーツ協会 実施計画

新たな指導者の発掘・育成につなげ、競技スポーツの指導体制の充実につなげる。

事業内容
競技団体等と連携を図りながら競技別指導者の情報を集約し、
ニーズに応じて、指導者を派遣する「指導者人材バンク制度」を
活用する。 指導者派遣数　１０件 指導者派遣数　１０件 指導者派遣数　１３件

計画

登録者数　３０人
派遣者数　３０人

登録者数　１００人
派遣者数　１００人

登録者数　１５０人
派遣者数　１５０人

スポーツボランティア
の積極的活用

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 新たなスポーツボランティアの発掘・育成を図り、スポーツを支える人材確保につなげる。

事業内容
県が運営する「ゲームコンダクターＳＨＩＧＡ」等を通じて、市民の
ボランティア参加者の拡大を図るとともに、各種スポーツイベント
等を通じて、ボランティア機会の充実を図る。

登録者数　２７名
実施回数　３０回
小学生バレーボール教室
補助

登録者数　４７名
実績回数　３５回
小学生バレーボール教室
ジュニア卓球教室補助

登録者数　６１名
実績回数　３５回
小学生バレーボール教室
ジュニア卓球教室補助

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

登録者数　３００人
派遣者数　３００人

登録者の活動により、各種スポーツ教室の運営を円滑に行うこ
とができた。

課題
登録者の増加および積極的な活用に向けて、制度の周知を図
る必要がある。

成果

登録者数　２００人
派遣者数　２００人

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

（
１

）
指
導
者
の
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
会
の
充
実

③
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
会
の
充
実

実績

登録者数　２７名
実施回数　３０回
小学生バレーボール教室
補助
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

研修回数　５回
・いきいき、県、全国、第一
地区、近畿

自己研修会回数　２回
・ニュースポーツ研修会　２
回（スーパーカロム、ファミバ
ド、ボッチャ）

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実績

協力事業数　０
出前講座回数　３回
・渋川やすらぎ学級　１回
・なかよしひろば　２回

協力事業数　４
（駅伝、びわ湖ﾏﾗｿﾝ、ﾗﾝﾌｪｽ、
ｽﾍﾟｼｬﾙｽﾎﾟｰﾂのひろば）
出前講座回数　４回
（ﾌﾟﾘﾑﾀｳﾝ歩こう会、渋川やす
らぎ学級、山田学区体振、山
田やすらぎ学級）

実績

研修会参加回数　１回
・近畿
自己研修会回数　1回
・モルック研修会

研修会参加回数　４回
・いきいき、県、近畿、全国
自己研修会回数　２回
・ニュースポーツ研修会
・新体力測定研修会
・普通救命講習

研修参加回数　　５回
・いきいき、第一地区、
県、近畿、全国

自己研修会回数　１回
・テーピング講習

〇HPの充実　1団体
〇SNSの活用
・Twitter活用　1団体
・Facebook活用　2団体
・ＬＩＮＥ活用　1団体

出前講座については、幅広い年代からの申込があることから、
各年代に応じた指導を行うことができるよう、引き続き指導力の
向上に取り組む必要がある。

実績

協力事業数　４
（駅伝、びわ湖ﾏﾗｿﾝ、ﾗﾝﾌｪ
ｽ、ｽﾍﾟｼｬﾙｽﾎﾟｰﾂの広場)
出前講座回数　３回（渋川や
すらぎ、野村連合ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ
大会、矢倉のびっこ）

草津市スポーツ振興事業体、スポーツ協会、くさつ健・交クラブ 実施計画

スポーツ推進委員協議会 市民の多様なニーズに応じたスポーツ情報の発信に努め、市民のスポーツに対する関心の高まりにつなげる。

成果
計画通り各種研修への参加および自己研修会を開催し、指導力の向
上および相互の連携・交流を行うことができた。

課題
各種研修会に参加する委員に偏りがあるため、広く参加いただ
けるよう促すとともに、自己研修会については日程や内容につ
いて工夫する必要がある。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

スポーツ推進委員指
導力向上事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ推進委員協議会 実施計画

スポーツ推進委員の指導力向上を図り、地域におけるスポーツのコーディネータとして各地域のスポーツ活動を推進する。

事業内容
滋賀県スポーツ推進委員協議会等が主催する各種研修会への
参加や、スポーツ推進委員相互の連携・交流を図り、スポーツ
推進委員活動を推進する。

計画

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

研修会参加回数　５回
自己研修会回数　２回

事業内容
利用者のニーズを踏まえて、各団体HP等情報発信手段の充実
に努めることで、より多くの利用者に適した情報発信の拡充を図
る。

計画

・ＨＰの充実
・SNSの活用

・ＨＰの充実
・SNSの活用

・ＨＰの充実
・SNSの活用

・ＨＰの充実
・SNSの活用

・ＨＰの充実
・SNSの活用

成果
SNSを活用し、広く市民に向けた各種イベント等の情報発信を行
うことができた。

課題
各種イベント等について、積極的に情報発信を行うことができるよう、
各団体と連携する必要がある。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

②
地
域
各
種
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の

推
進

スポーツ推進委員活
動推進事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ推進委員協議会 実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、各体育振興会、各地域スポーツクラブ スポーツ推進委員の積極的な協力により、地域等におけるスポーツ活動の活性化につなげる。

事業内容
地域の各種団体等が行うスポーツ活動に積極的に協力し、より
効率的・効果的なスポーツ活動を推進する。

計画

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

協力事業数　４
出前講座回数　３回

成果
各種スポーツイベント等において、スポーツ推進委員として協力すると
ともに、こどもから高齢者まで、幅広い年代を対象に出前講座を実施し
たことで、地域におけるスポーツ活動の推進に寄与することができた。

課題 ・協力事業数　３
(びわ湖ﾏﾗｿﾝ、ﾗﾝﾌｪｽ、ｽﾍﾟ
ｼｬﾙｽﾎﾟｰﾂの広場)
出前講座回数　５回
(渋川やすらぎ、ひかり協
会、野村連合ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ大
会、大路区いきいき健幸講
座、渋川南かがやき）

①
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の

充
実

ホームページやＳＮＳ
を活用した情報発信

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

〇SNSの活用
・X（Twitter）活用1団体
・Facebook活用　1団体

〇SNSの活用
・X（Twitter）活用1団体
・Facebook活用　1団体

〇ＨＰの充実
・新HPへの移行　1団体
〇SNSの活用
・Twitter活用　1団体
・Facebook活用　2団体
・ＬＩＮＥ活用　1団体

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
活
動
の
推
進

①
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

（
３

）
ス
ポ
ー

ツ
情
報
の
発
信
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

・総合体育館屋根・床板改修
工事
・野村運動公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ管理
棟・ふれあい体育館管理室空
調改修工事
・野村ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾈｯﾄ改修工
事
・山寺健康広場藤棚撤去工事
・常盤東健康広場フェンス改
修工事　ほか

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

社会体育施設等整備
改修事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

社会体育施設の適正な機能を維持していくことで、誰もが快適にスポーツができる環境を整える。

事業内容
スポーツができる場所として社会体育施設の適正な機能維持や
ユニバーサルデザイン化に向けた必要な改修等を行う。

計画

必要な整備・改修
・野村運動公園管理棟外
部階段改修工事

必要な整備・改修
・総合体育館屋根・床板改
修工事
・野村運動公園グランド管
理棟空調取替工事
・ふれあい体育館管理室
空調改修工事

必要な整備・改修
・体育施設空調設備改修工
事
・野村運動公園グラウンド管
理棟改修工事
ふれあい体育館床・外壁他
改修工事

必要な整備・改修
・武道館外壁等改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

必要な整備・改修

成果
武道館の外壁等改修工事およびふれあい体育館トイレ改修工
事の実施設計を完了することができた。

課題
施設の老朽化に伴い、修繕を必要とする施設や備品が多くなっ
ているため、優先順位をつけて計画的に修繕を行い、適切な施
設の環境保全に努める必要がある。

実績

・野村運動公園管理棟外
部階段等塗装補修
・総合体育館大屋根固定
ボルトキャップ部のシーリ
ング修繕
・総合体育館屋根・床板
改修実施設計

・体育施設空調設備改修
工事
・野村運動公園グラウン
ド管理棟改修工事
・ふれあい体育館床・外
壁他改修工事
・野村運動公園掲揚台改
修工事

・武道館外壁等改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

市民がスポーツ情報に接しやすい環境を整え、市民の積極的なスポーツ活動への参画につなげる。

事業内容
市内のスポーツイベントや、各スポーツ関係団体等の活動状況
等の情報を各種情報メディアやツールの活用を図ることで、ス
ポーツ情報のより効率的・効果的な発信を行う。

計画

各種情報メディアやツー
ルの活用
スポーツ情報紙の発行

各種情報メディアやツール
の活用
スポーツ情報紙の発行

各種情報メディアやツー
ルの活用
スポーツ情報紙の発行

各種情報メディアやツー
ルの活用
スポーツ情報紙の発行

各種情報メディアやツー
ルの活用
スポーツ情報紙の発行

成果

各種イベントの機会に記者への資料提供を行ったほか、ラジオ番組を
通じてスポーツイベントや各種教室等の情報提供、施設や団体の情報
提供などを行い、市民がスポーツに関する情報に接しやすい環境づくり
を行うことができた。

課題

システム構築の検討 システムの運用開始 オンライン申込数１０万件

〇各種情報メディアやツー
ルの活用
〇記者提供資料１５回
〇スポーツ情報紙発行２回
〇ラジオ番組の放送（FMくさ
つKUSATSU　SPORTS
GALLERY）

利用者の利便性向上や施設の利用率向上に向けて、オンライ
ン施設予約システムの導入検討を行います。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

草津市 実施計画

草津市スポーツ振興事業体 システム導入を通して、利用者の利便性や施設の利用率の向上を図る。

今後とも各種メディアへの情報共有を行うとともに、ラジオ番組
等を通じてスポーツに関する情報発信を行い、市民がスポーツ
情報に触れやすい環境を整える必要がある。

実績

〇各種情報メディアや
ツールの活用
・新聞掲載　１名、１団体
〇スポーツ情報紙発行
（２回）※コロナ禍により
紙媒体ではなく、WEB版
発行

〇各種情報メディアやツール
の活用
・記者資料提供　１３回
〇スポーツ情報紙発行 ３回
〇ラジオ番組の放送
（FMくさつKUSATSU SPORTS
GALLERY)

〇各種情報メディアやツー
ルの活用
〇記者提供資料１２回
〇スポーツ情報紙発行 ３回
〇ラジオ番組の放送
（FMくさつKUSATSU
SPORTS GALLERY)

実施計画

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

過去のアンケート調査においても、オンライン予約を希望する声
が多く、利便性の向上および利用率向上につなげるためにも、
令和7年度の導入に向けて、引き続き対応を進める必要があ
る。

実績

システム構築の検討 システム構築の検討 システム構築の検討

オンライン申込数１５万件

成果
関係課との協議行い、導入に向けた検討を進め、令和7年度2月
に導入予定である。

課題 システム構築の検討・関
係課協議

計画

システム構築の検討

事業内容

（
３

）
ス
ポ
ー

ツ
情
報
の
発
信

（
４

）
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
・
充
実

①
社
会
体
育
施
設
・
公
園
等
の
整
備
・
充
実

②
各
種
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実

各種情報メディアの活
用

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市、草津市スポーツ振興事業体

オンライン施設予約シ
ステム

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員協議会
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

草津市立プールの運営

成果
草津市立プール整備・運営事業について、令和５年度に引き続
き、施設の建築工事を行った結果、令和６年８月に供用開始す
ることができた。

課題
令和７年開催の「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ」の水泳競技会
場としての準備と、大会後の施設利用も見据えた運営を行って
いく必要がある。

実績

（仮称）草津市立プール
整備・運営事業に係る事
業契約を締結

（仮称）草津市立プール整
備・運営事業について、施
設の建築工事に着手

（仮称）草津市立プール整
備・運営事業について、引き
続き、施設の建築工事を実
施

計画

（仮称）草津市立プール
の整備

（仮称）草津市立プールの
整備

（仮称）草津市立プール
の整備

草津市立プールの整備・
運営

事業内容

令和７年開催の「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ」の水泳競技会場とし
て、また、大会後においても「スポーツ環境の充実」「新たなにぎわいの
創出」「スポーツ健康づくりの推進」の実現を図るための施設として、草
津市立プールの整備を進める。

草津市立プール整備・運営
事業について、引き続き、施
設の建築工事を実施し、８
月に供用開始

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

社会体育施設の適正な機能を維持していくことで、誰もが快適にスポーツができる環境を整える。

事業内容
スポーツができる場所として社会体育施設の適正な機能維持や
ユニバーサルデザイン化に向けた必要な改修等を行う。

計画

必要な整備・改修
・野村運動公園管理棟外
部階段改修工事

必要な整備・改修
・総合体育館屋根・床板改
修工事
・野村運動公園グランド管
理棟空調取替工事
・ふれあい体育館管理室
空調改修工事

必要な整備・改修
・体育施設空調設備改修工
事
・野村運動公園グラウンド管
理棟改修工事
ふれあい体育館床・外壁他
改修工事

必要な整備・改修
・武道館外壁等改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

必要な整備・改修

成果
武道館の外壁等改修工事およびふれあい体育館トイレ改修工
事の実施設計を完了することができた。

課題
施設の老朽化に伴い、修繕を必要とする施設や備品が多くなっ
ているため、優先順位をつけて計画的に修繕を行い、適切な施
設の環境保全に努める必要がある。

実績

・野村運動公園管理棟外
部階段等塗装補修
・総合体育館大屋根固定
ボルトキャップ部のシーリ
ング修繕
・総合体育館屋根・床板
改修実施設計

・総合体育館屋根・床板改修
工事
・野村運動公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ管理
棟・ふれあい体育館管理室空
調改修工事
・野村ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾈｯﾄ改修工
事
・山寺健康広場藤棚撤去工事
・常盤東健康広場フェンス改
修工事　ほか

・体育施設空調設備改修
工事
・野村運動公園グラウン
ド管理棟改修工事
・ふれあい体育館床・外
壁他改修工事
・野村運動公園掲揚台改
修工事

・武道館外壁等改修工事
・ふれあい体育館トイレ実
施設計

社会体育施設等整備
改修事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

滋賀県水泳連盟　他 水泳競技等の更なる競技力の向上と、スポーツを通じた市民・県民の健康づくりの推進につなげる。

実施計画

各町内会 利用者ニーズに合った公園の再整備を行うことで、こどもの外遊びの機会を増やし、基礎体力の増進につなげる。

事業内容
児童公園・児童遊園の老朽化対策として、地元町内会の意見等
を聴くことで、利用者ニーズの把握に努めながら、再整備（リ
ニューアル）、改修を行う。

計画

公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所 公園再整備　３箇所

児童公園・児童遊園の老朽化対策として、公園の再整備（リ
ニューアル）を行った。その結果、利用者が安全かつ快適に公
園を利用できるようになった。

課題
市内には、300箇所以上の公園が存在するため、計画的に老朽
化対策を実施していく必要がある。

実績

公園再整備　８箇所
・青地大定木児童遊園
・青地後町第三児童遊園
・野村西公園
・南笠第二児童遊園
・南笠山口児童遊園
・西矢倉辻海道児童遊園
・下笠北松原児童遊園
・はさま公園

公園再整備　６箇所
・野村上十九児童遊園
・野村東公園
・草津筋違児童遊園
・上笠堤児童遊園
・山寺新田児童遊園
・木川砂池児童遊園

公園整備　6個所
・矢倉室木児童遊園
・湖州平南児童公園
・大路ヘラ田児童遊園
・西渋川東公園
・狼川児童遊園
・南笠師子舞谷児童遊園

公園整備　3箇所
・岡本町児童遊園
・追分荒堀第四児童遊園
・野路小林児童遊園

成果

（
４

）
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
・
充
実

①
社
会
体
育
施
設
・
公
園
等
の
整
備
・
充
実

児童公園等再整備事
業

公
園
緑
地
課

草津市

②
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
等
の
推
進

草津市

草津市立プール整備
事業

プ
ー

ル
整
備
事
業
推
進
室

草津市
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針４ スポーツ環境の充実

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかっ
た

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

協力企業等　　２企業新型コロナウイルス感染
症の影響により、利用は
なかったが年度末にJ-
FREEパークが完成。

協力企業等　　２企業

草津市 実施計画

企業等 体育施設を保有する企業の協力を得て、より市民が身近にスポーツができる場所の充実につなげる。

事業内容
市内のスポーツができる場所を充実させるため、企業等と連携・
協力し、企業等が保有する体育施設の市民への一般開放を検
討する。

計画

協力企業等　　２企業 協力企業等　　２企業 協力企業等　　２企業 協力企業等　　２企業 協力企業等　　２企業

成果
市民スポーツ大会やチャレンジスポーツデーにおける立命館大学の利
用や、J-FREEパークを地元に開放いただくことができた。

課題
企業の施設を利用することは不特定多数の入退場を許可しなけ
ればならないというセキュリティー上の大きな課題がある中でど
う利用可能な施設を増やしていくかが課題となっている。

実績

協力企業等　　２企業

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
５

）
学
校
体
育
施
設
開
放
の
充
実

①
学
校
体
育
施
設
開
放
の
充
実

学校体育施設開放事
業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市 実施計画

くさつ健・交クラブ、各地域スポーツクラブ 身近な場所でスポーツができる環境を整えることにより、市民の活発なスポーツ活動につなげる。

事業内容
小中学校の体育館およびグラウンドを学校教育に支障がない範
囲で、スポーツ等の活動場所として開放し、広く市民に身近なふ
れあいの場や情報交換の場の提供を行う。

計画

利用団体数　計３００団体
利用者数　計５，０００人

利用団体数　計３００団体
利用者数　計５，０００人

利用団体数　計３００団体
利用者数　計５，０００人

利用団体数　計３００団体
利用者数　計５，０００人

利用団体数　計３００団体
利用者数　計５，０００人

成果

（
６

）
企
業
・
大
学
等
管
理
施
設
の
有
効
活
用

①
企
業
・
大
学
等
管
理
施
設
の
有
効
活
用

企業等管理施設の一
般開放

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

評価 ３

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

今年度は小中学校体育館・武道館の空調設備設置工事に伴
い、各校とも長期間の開放中止期間が発生したことで、例年以
上に空枠が少ない状況であったが、令和5年度と同程度の団体
数の利用があった。

課題
利用希望が重複している学校や利用時間があることから、より
よい基準等の検討を続ける必要がある。

実績

多様な主体による利用を通して、地域の交流や連帯感の醸成、
地域振興に繋げていく。

実績

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

利用団体数　計３０４団体
・グラウンド　５６団体
・体育館　２４８団体
利用者数　計４，８６９人
・グラウンド　１，０５４人
・体育館　３，８１５人

利用団体数　計３０９団体
・グラウンド　５５団体
・体育館　２５４団体
利用者数　計４，８３９人
・グラウンド　１，０８８人
・体育館　３，７５１人

利用団体数　計３１６団体
・グラウンド　５８団体
・体育館　２５６団体
・武道館　　２団体
利用者数　計４，９０５人
・グラウンド　１，１１８人
・体育館　３，７６６人
・武道館  ２１人

利用団体数　計３１６団体
・グラウンド　５５団体
・体育館　　２５８団体
・武道館　　　３団体
利用者数　計３，５３５人
・グラウンド　１，１７８人
・体育館　２，３２４人
・武道館　３３人

（
４

）
社
会
体
育
施
設
等
の
整
備
・
充
実

③
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

等
の

地
域
の
身
近
な
施
設
の
活
用

地域まちづくりセンター
貸館事業

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館 貸館施設　１４館

成果

健康体操やダンス等のスポーツ、軽運動ができる場所として、
市内にある１４の地域まちづくりセンターで諸室の貸館を行っ
た。
その結果、多数の方が気軽に運動・スポーツができる場所の充
実につなげた。

課題

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

草津市、各学区まちづくり協議会 実施計画

地域まちづくりセンターの貸館を通じて、市民が身近に運動・スポーツができる場所や機会の充実につなげる。

事業内容
地域まちづくりセンターにおいて各諸室の貸館を行い、健康体
操やダンス等の運動・スポーツができる場所を提供する。

計画

貸館施設　１４館 貸館施設　１４館
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施策 具体的な取組 担当課

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

（
１

）
各
種
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
の
推
進

立命館大学、光泉高校と連
携した事業の開催　１学区

新型コロナウイルス感染
症の影響や地域・学生等
の状況の変化等により実
施することができなかっ
た。

課題

各学区において、各関係団
体と連携し、スポーツイベン
ト等を開催した。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催した。

②
大
学
等
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

大学等と連携したス
ポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会 実施計画

立命館大学と連携した
ウォーキング講習会の開
催　1学区

課題
引き続き事業を実施できるよう、日常的な情報交換等を行い、
連携を強化する必要がある。

立命館大学、市内高等学校 地域住民と学生・生徒の交流を通じて、地域のスポーツ活動の活性化につなげる。

事業内容
地域のスポーツ活動において大学や高等学校等と連携し、大学
等の専門性を生かした幅広いスポーツ活動を推進する。

計画

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。

立命館大学や地域に所在
する高等学校等と連携し、
地域住民と学生・生徒が
交流できるスポーツイベン
ト等を開催する。

立命館大学や地域に所在
する高等学校等と連携し、
地域住民と学生・生徒が交
流できるスポーツイベント等
を開催する。

立命館大学や地域に所
在する高等学校等と連携
し、地域住民と学生・生徒
が交流できるスポーツイ
ベント等を開催する。成果 大学や高等学校と連携して、事業を実施することができた。

新型コロナウイルス感染
症の影響により、事業が
中止となった。

実績

くさつMIO夢先生事業開
催　２回
・常盤小学校　６年（２回）

計画

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開
催　４回

くさつMIO夢先生事業開催
５回

くさつMIO夢先生事業開催
５回

くさつMIO夢先生事業開
催　６回

草津市

レイラック滋賀FC、小・中学校 児童生徒がスポーツの楽しさや素晴らしさを身近に感じ、スポーツをしたり、好きになるきっかけづくりにつなげる。

市内の小・中学校においてレイラック滋賀FCと連携した体育の
授業を行い、児童とレイラック滋賀FCの選手等のトップアスリー
トが交流できる機会の充実を図る。

くさつMIO夢先生事業開
催　４回
・笠縫小学校６年（２回）
・志津南小学校６年（２
回）

くさつMIO夢先生事業開催
３回
・笠縫小学校５年（１回）
・志津南小学校５・６年（２
回）

くさつMIO夢先生事業開催
１回
・光泉中学校（１回）

２

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実績

評価

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

実績

実施計画

スポーツ協会、くさつ健・交クラブ、スポーツ推進委員、地域スポーツクラブ 地域の各種スポーツイベント等の充実により、地域住民の主体的なイベント参画につなげる。

事業内容

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

各学区において、各関係団
体と連携し、スポーツイベン
ト等を開催する。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

成果
体育振興会連絡協議会や、スポーツ推進委員同士の交流を通
じて情報交換を行い、各学区において運動会や各種イベントの
活性化に向けた取組を行った。

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催した。

課題
継続的な活動のために各団体が一層連携を強化し、日常的に
情報交換等を行う環境づくりに取り組む必要がある。

①
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

各種関係団体と連携し
たスポーツ活動

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

各体育振興会

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催した。

地域の各種スポーツイベント等の充実を図るため、各種関係団
体との連携を強化し、効率的・効果的なスポーツ活動を推進す
る。

計画

各学区において、各関係
団体と連携し、スポーツイ
ベント等を開催する。

③
企
業
等
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

くさつMIO夢先生事業
（再掲）

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

事業内容

評価

成果 中学生に対して、探求・キャリア教育の一環として実施した。

申込校数が減少傾向にあることから、周知方法等について検討
する必要がある。

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施計画草津市実行委員会

競技団体や他の開催市と連携を図りながら、周知啓発の実施
や、実施要項案の再作成を行うことができた。

成果

○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備
○周知啓発の実施

○周知啓発の実施○周知啓発の実施○周知啓発の実施○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備
○周知啓発の実施

計画

概ね３０歳以上のスポーツ愛好者なら誰でも参加できる生涯ス
ポーツの国際総合競技大会であるワールドマスターズゲームズ
について、本市ではソフトボール競技の開催に向けてその準備
および運営を行う。（※大会の再延期により令和９年度開催で正
式合意）

事業内容

〇周知啓発の実施
○実施要項案の再作成

○周知啓発の実施○周知啓発の実施
○調整会議の開催

○実行委員会の開催
○競技運営の準備
○交流事業の準備

実績

競技運営等に関して、見直しが必要になる部分があることから、
競技団体や他の開催市と密に連携を図りながら内容の再検討
を進める必要がある。

課題

国内外から多くの方が参加する本大会を円滑に運営するとともに、参加者等の交流機会を創出する。滋賀県、共催市実行委員会

実施計画

京都府自転車競技連盟・滋賀県自転車競技連盟 自転車競技大会の開催を通じて、市内外へ草津市の魅力等を発信する機会とする。

事業内容
烏丸半島で開催される「草津ナイトレース」、「関西シクロクロス」
の自転車競技大会の開催協力を行う。

計画

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

「草津ナイトレース」、「関西
シクロクロス」の開催協力を
行う。

「草津ナイトレース」、「関
西シクロクロス」の開催協
力を行う。

成果
台風の影響により、１日は中止になったものの、延べ参加者数
８２４名（平均参加者数１６４名）の参加者が訪れ,自転車の利用
促進や烏丸半島の魅力発信に一定の効果があった。

課題

イベント自体には毎回多くの参加者が集まり、自転車への興味や関心
が高い方が多いものの、イベントコース（レース）での走行のみで完結さ
せることなく、自転車をキーとして、ビワイチ・ビワイチプラス等の魅力
発信を行い、市内観光や市内での消費行動につなげる等の連携につ
いて検討が必要。

実績

・草津ナイトレース
５月２９日・６月５日
６月１９日・７月３１日
１０月２３日

・関西シクロクロス
１１月２１日・２３日

・草津ナイトレース
７月３１日
８月１４日
９月２５日

・関西シクロクロス
１１月２０日・２７日

・草津ナイトレース
６月３日・６月２４日
８月５日・８月２６日
９月９日

・関西シクロクロス
１１月１９日・２６日

・草津ナイトレース
６月１５日・６月２２日
７月１３日・８月１７日
９月７日

・関西シクロクロス
１１月１７日

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

新型コロナウイルス感染
拡大にかかる緊急事態
宣言の発出を受けて、次
年度に延期となった。

参加者数　　８６４人 参加者数　　９４５人 参加者数　　８８１人

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

くさつランフェスティバル

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

大会実行委員会 実施計画

商工会議所、観光物産協会 大会を活性化していくことで参加者の増加を図ります。

事業内容
官民協働による誰もが参加しやすい健康増進イベントを開催し、
スポーツに親しむ人の増加や健幸都市の推進を図る。

計画

参加者数　　６００人 参加者数　　６００人 参加者数　　８００人 参加者数　　８００人 参加者数　　１，０００人

成果
昨年度と比較して、やや参加者数が減少したものの、多くの方
に参加いただくことができた。

課題
計画値を上回ったものの、令和５年度と比較するとやや減少し
た。令和６年度、他の地域行事等とも重なった可能性もあるた
め、実施時期等についても検討する必要がある。

実績

自転車競技大会の開催
協力

商
工
観
光
労
政
課

京都車連

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

3評価

①
広
範
囲
な
集
客
が
期
待
で
き
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

ワールドマスターズ
ゲームズ2021関西

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 継続 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 新規・継続 継続 新規・継続 新規・継続

評価 4

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

評価 4

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

①
様
々
な
か
た
ち
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
画
を
通
じ
た
市
民
の

交
流
促
進

スポーツ交流促進事業

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市、スポーツ協会、スポーツ推進委員協議会他 実施計画

スポーツを通じて人と人がつながり、さらにそこから交流が生まれることで、まちの活力を生み出します。

事業内容
各種スポーツイベントを開催することで、市民のスポーツ交流機
会の提供を行うことで、競技力の向上や地域の活性化につなげ
ます。

計画

・市民参画イベントの開
催　７事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開
催　８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

・市民参画イベントの開
催　８事業／年
・アスリート等交流事業
３事業／年

成果

課題
市民参画イベントについては、これまで以上に多くの市民に参
画いただけるよう、開催内容や周知方法を工夫する必要があ
る。

実績

〇市民参画イベントの開
催　２事業／年（市民体
育大会、歩こう会）
〇アスリート等交流事業
２事業／年（レッツエン
ジョイスポーツ、MiＯ夢先
生）

〇市民参画イベントの開催
６事業／年（市民体育大会、
歩こう会等）
〇アスリート等交流事業
４事業／年（レッツエンジョイ
スポーツ、MiＯ夢先生、レイ
クス市民無料開放デー）

・市民参画イベントの開催
７事業／年
・アスリート等交流事業
５事業／年(レッツエンジョイス
ポーツ、MiO夢先生、レイクス市
民無料招待デー）、健幸フェアレ
イクスフリースロー、東レ国スポ・
障スポ開催記念バレーボール教
室

・市民参画イベントの開催
８事業／年
・アスリート等交流事業
６事業／年(レッツエンジョイスポー
ツ、MiO夢先生、レイクス市民無料
招待デー、東レアローズ市民無料
招待デー）、健幸フェアレイクスバ
スケ教室、滋賀・立命館ダイビング
クラブ飛込選手発掘プロジェクト

①
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
推
進

プロスポーツ等の誘致

公
園
緑
地
課

合同会社草津市スポーツ振興事業体 実施計画

スポーツ協会、商工会議所 中心市街地のにぎわい拠点として、プロスポーツの試合等を誘致し観覧機会の増加を図ります。

事業内容
大規模なスポーツ大会やプロスポーツの試合の誘致により、国
内外の一流選手の高いレベルの試合を間近で観覧できる機会
の増加等を図ります。

計画

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数
３日

プロスポーツ等開催日数３
日

プロスポーツ等開催日数３
日

プロスポーツ等開催日数
３日

成果

実績

・Ｂリーグ　２日（１大会）
・Ｖリーグ　２日（１大会）
・その他各種スポーツ大
会等　数日開催

・Ｂリーグ　４日（２大会）
・Ｖリーグ　２日（２大会）
・その他各種スポーツ大
会等　数日開催

・Ｂリーグ　１日（１大会）
・Ｖリーグ　２日（１大会）
・その他各種スポーツ大会等
数日開催

・Bリーグ　２日（１大会）
・SＶリーグ　６日（３大会）
・その他各種スポーツ大会
等　数日開催

課題
単発イベントでの一時的な誘客にとどまるのではなく、長期的
に、かつ、継続的に誘客できるような市内観光のPRを検討する
必要がある。

実績

新型コロナウイルス感染
症の影響により中止
（参加型サイクリングイベ
ント「びわこ・くさつグルメ
ライド」のみ開催。参加者
約２００名）

・草津健幸ウォーク 草津
めくるカレンダーづくり
３月１０日

・草津宿魅力発見本陣サ
ントゥールコンサート
３月１１日

草津ハイキング
７月２９日、１２月２日、２月
３日

自転車を活用したツアー
７月３０日、３月２７日～４
月６日（３月３１日を除く。）

草津ハイキング
４月２８日、１１月１３日、１２月７
日、１月１２日、２月１日、３月２９日

自転車を活用したツアー
１０月１２日～１月１３日（謎解きサ
イクリング）
１１月１６日（野菜収穫サイクリン
グ）
３月２６日～３月３０日　（桜×電動
自転車×いちご狩り）

プロスポーツの試合や、全国大会等のスポーツイベントを複数開催す
ることで、予約状況が逼迫しており、競技練習等の一般利用の予約が
取りづらいといった声もいただいている。幅広く施設を利用いただける
よう予約調整を行う必要がある。

評価 3

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

多様な地域資源の掘り起こしを行い、本市の魅力を発信していく。

事業内容
「健幸」を意識しながら着地型観光の観点から本市の多様な地
域資源の掘り起こしを行い、旅行という非日常的な楽しみの中
で本市独自のヘルスツーリズムとして健康増進等を図る。

計画

市内事業者と連携した着
地型観光の造成

新型コロナウイルスの感
染状況を鑑み計画・実施
予定

市内事業者と連携した着
地型観光の企画

市内事業者と連携した着地
型観光の企画

市内事業者と連携した着
地型観光の企画

成果

市民がスポーツを通じて交流する機会を提供するとともに、各種
プロスポーツ団体と連携し、アスリート等との交流事業を実施し
たことで、市民の交流促進や競技力の向上につなげることがで
きた。

（
３

）
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
機
会
の
充
実

（
４

）
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
交
流
促
進

草津ハイキングや自転車を活用して離れた観光素材を繋げたツ
アーを企画、実施した。（草津ハイキング６本（延べ参加者数３０
１名）、自転車を活用したツアー３本（延べ参加者数７４５名）

②
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
じ
た
交
流
促
進

草津市版ヘルスツーリ
ズム実証事業

商
工
観
光
労
政
課

草津市観光物産協会

中心市街地におけるにぎわい拠点としての機能を担う施設とし
て、プロスポーツの試合やその他大規模なスポーツイベントを開
催することができた。

課題

（
２

）
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進
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施策 具体的な取組 担当課

基本方針５ スポーツによるまちの活性化

事業名 点検・評価

【評価基準】
５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た ４：計画以上にできた３：計画どおりできた ２：計画どおりできなかった １：取り組まなかった

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

実施主体

関係団体等 目標

年度 R3 R4 R5 R6 R7

区分 新規 継続 継続 継続 継続

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

（
５

）
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ガ
シ
ー

の
創
出

①
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
市
全
体
で
支
え
る
機
運
の
醸
成

大会の機運醸成に向け
た周知・啓発

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室

草津市準備委員会

②
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を
通
じ
て
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
醸
成

と
継
承

大会レガシーの創出

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室

ス
ポ
ー

ツ
推
進
課

草津市準備委員会

評価 ３

５：計画以上にでき、かつ顕著な成果を得た
４：計画以上にできた
３：計画どおりできた
２：計画どおりできなかった
１：取り組まなかった

実施計画

滋賀県　他 大会に対する市民の関心や参加意欲を高める。

事業内容
効果的な広報活動を積極的に展開するとともに、大会開催時に
は、本市を訪れる方々をはじめ、全国に本市が有する歴史や文
化、社会活動等の地域資源の魅力を発信する。

計画

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによる
広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによる
広報
○イベントによる広報

○大会愛称やマスコット
キャラクターによる広報
○印刷物やメディアによ
る広報
○イベントによる広報成果

本大会開催１年前イベントの開催をはじめ、競技別リハーサル
大会や各種イベントでの出展、広報紙等様々な手段を通じて、
多くの人に大会開催をPRすることができた。

課題
様々な機会を捉えた効率的・効果的に啓発活動を進めるほか、
本市の地域資源の魅力を発信できるような広報手法について検
討、実施する必要がある。

実績

○大会愛称やマスコットキャラ
クターによる広報
・オリジナル缶バッジの配付
○印刷物やメディアによる広報
・啓発紙の配付
○イベントによる広報
・イベントでの出展（健幸フェア・
わんにゃんマルシェ）

○大会愛称やマスコットキャラ
クターによる広報
○印刷物やメディアによる広報
○イベントによる広報
○庁内展示による広報
○通知文やごみ袋引換券等に
ロゴマークを活用したことによる
広報

・大会愛称やマスコットキャラク
ターによる広報
・印刷物やメディアによる広報
・イベントによる広報
・クリアファイルや市封筒等にロ
ゴマークを活用したことによる広
報
・人道橋やエレベーター装飾など
による広報

・大会愛称やマスコットキャラクターによ
る広報
・印刷物やメディアによる広報
・本大会開催１年前イベントの実施によ
る広報
・イベントやリハーサル大会へのブース
出展による広報
・クリアファイルや市封筒等を活用したこ
とによる広報
・駅前装飾や啓発物品などによる広報

実施計画

滋賀県　他 市民総参加による大会運営を図るとともに、その経験を大会終了後につなげるように取り組む。

事業内容

大会運営のサポートや大会の観覧応援、関連イベントへの参加
など市民一人ひとりがそれぞれの立場で大会に参加できるよう
にするとともに、その取組が大会終了後も協働のまちづくりにつ
ながるようにする。

計画

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を検討する。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を検討する。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を進める。

市民一人ひとりが活躍でき
る取組を進める。

市民一人ひとりが活躍で
きる取組を進める。

成果
先催市の視察を踏まえて、本市の取組方向について検討すると
ともに、各種専門委員会を開催した。

課題
各専門委員会で検討した内容の実現に向けて事業を進めるとと
もに、大会開催に携わった方が大会後も協働のまちづくりに携
わっていただく取組みを進める必要がある。

実績

中心的な検討組織となる
総務企画専門委員会の
設置準備を進めた。

中心的な検討組織となる
総務企画専門委員会を
設置し、第１回専門会議
を開催した。

○各種専門会議を開催した
・総務企画専門委員会　１回
・競技式典専門委員会　１回
・宿泊衛生専門委員会　１回
・輸送交通専門委員会　１回

○各種専門会議を開催した
・総務企画専門委員会　２回
・競技式典専門委員会　２回
・宿泊衛生専門委員会　３回
・輸送交通専門委員会　１回
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